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須賀神社は野見湾を望む大谷地区にあり、

境内には推定樹齢２千年を誇る大谷の樟がある。

須賀神社の秋祭りでは、地元の少年たちによって

五穀豊穣・無病息災・大漁などを祈願して花取踊りが奉納される。

花取踊りは500年ほど前から受け継がれる伝統ある踊りで、

1969（昭和44）年には県の保護無形民俗文化財に指定されている。

踊り子はクジャクや山鳥、キジの尾羽根をかぶり、太刀を手に踊る。

踊りの最後にはしめ縄が切り離される。
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市
民
み
ん
な
で
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り
組
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続
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な
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き
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く
り
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TOSA国保だより 検 索

TOSA国保だよりは
本会ホームページからも

ご覧いただけます。
http://www.kochi-kokuhoren.or.jp

いちおしスポット  須崎市07

ヘルシーごはん  食べてみぃや ！ 味
み

てみぃや ! !
「長芋入り豚肉と野菜の梅みそ炒め」 
「揚げ鶏の香味ねぎソース」

37

おらんくの保健事業　四万十市

若いときから始める健康づくり
09

こくほ随想  医療と介護の連携について25

こちら介護保険課
介護給付費、月平均が約 56 億円に増加
―平成 26 年 4 月から 6 月審査分―

29

連合会の動き27

なでしこの会
平成 26 年度「なでしこの会」事業計画

16

コーヒーブレーク
「釣りガール」 高知市
「ＳＷＣ」 宿毛市

33

黒い鞄  No. 254  高知市

行政と社会福祉協議会が取り組む
「高知市地域福祉活動推進計画」
—地「参」地「笑」のまちづくり—

35

元気散策！ ～このまちからの笑顔だより～  東洋町13

地域のたから  ちいキッズ !  日高村30

連合会日誌39

02 首長は語る

市民みんなで取り組む
持続可能なすさきづくり
楠瀬耕作　須崎市長（高知県国保連合会副理事長）

40 編集後記

国保連合会 7 月通常総会17

第 15 回健康づくりの「図画・ポスター」入選作品
「笑って作る笑って食べる」窪

く ぼ た

田帆
ほ な み

南さん、最優秀受賞おめでとう！
19

C o n t e n t s

 

楠く
す
の 

瀬せ 

耕こ

う 

作さ

く （
54
歳
）

首
長
は
語
る

須
崎
市
長

高
知
県
国
保
連
合
会
副
理
事
長

１
９
５
４
年
に
市
制
施
行
し

今
年
、60
周
年
を
迎
え
た
須
崎
市
。

高
知
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、

ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
が

最
後
に
発
見
さ
れ
た

新
荘
川
が
流
れ
る
ま
ち
。

新
鮮
、豊
富
な
海
の
幸
と

名
物
の
鍋
焼
き
ラ
ー
メ
ン
、

食
の
ま
ち
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

自
然
と
人
が

優
し
く
ふ
れ
あ
う
ま
ち

須
崎
市
を
訪
ね
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

楠
瀬
市
長
に
伺
い
ま
し
た
。

取
り
組
む

さ
き
づ
く
り

市
民
み
ん
な
で

持
続
可
能
な
す

No.69
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の
臨
時
職
員
を
配
置
し
て
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
特
定
健
診
と
は

何
か
、
な
ぜ
定
期
的
な
健
診
受
診

が
必
要
な
の
か
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
地
区
ご
と
の
総
会
や
各

種
会
合
で
説
明
を
し
た
り
、
健
康

づ
く
り
推
進
委
員
に
協
力
を
い
た

だ
き
、
量
販
店
な
ど
で
街
頭
啓
発

に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
夜
間
の

電
話
に
よ
る
受
診
勧
奨
も
健
診
日

程
に
合
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
地
域
に
よ
り
受
診
率
が
異
な

る
た
め
、
低
い
地
域
を
中
心
に
個

別
訪
問
も
実
施
し
ま
し
た
。
現
在
、

40
・
50
代
の
受
診
率
が
低
い
こ
と

か
ら
、
若
い
商
店
主
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
飛
び
込
み
訪
問
も
計
画

中
で
す
。

　

今
後
、
さ
ら
に
受
診
率
を
上
げ

る
た
め
に
は
病
院
の
協
力
も
不
可

欠
で
す
。
26
年
度
は
保
健
所
と
連

携
し
、
医
師
か
ら
の
直
接
の
声
掛

け
や
窓
口
で
の
声
掛
け
を
お
願
い

す
る
た
め
に
、
病
院
長
や
事
務
局

長
へ
の
協
力
依
頼
を
し
ま
し
た
。

　

特
定
保
健
指
導
で
は
、
比
較
的

高
い
指
導
終
了
率
を
維
持
し
て
い

ま
す
が
、
特
に
病
院
で
の
個
別
受

診
者
に
お
い
て
、
連
絡
し
て
も
全

く
応
じ
て
く
れ
な
い
方
も
お
り
、

苦
戦
し
て
い
る
面
も
あ
り
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
対
象
者
に
健
康

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
生

活
改
善
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
ら
れ
る

よ
う
、
保
健
師
を
中
心
に
地
道
な

呼
び
掛
け
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
健
診
デ
ー
タ
の
積

み
上
げ
で
、
当
市
は
、
毎
日
飲
酒

し
て
い
る
方
や
多
量
飲
酒
者
の
割

合
が
高
く
、
高
血
圧
を
原
因
と
す

る
疾
病
率
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
点
は
、
今

後
策
定
予
定
の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
で
も
中
心
に
据
え
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

見
守
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
保

健
師
」
活
動
が
で
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

須崎市役所須崎市総合保健福祉センター

国
保
連
合
会
渡
辺
課
長
（
以
下
、
渡
辺
）

　

ま
ず
、
須
崎
市
の
施
設
整
備
の

状
況
や
保
健
師
な
ど
の
人
数
、
活

動
状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

楠
瀬
耕
作
須
崎
市
長（
以
下
、楠
瀬
市
長
）

　

施
設
整
備
の
状
況
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
12
年
に
「
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
」
が
で
き
ま
し
た
。

須
崎
市
の
め
ざ
す
保
健
師
活
動

保
健
セ
ン
タ
ー
に
は
、
健
康
推
進

課
、
長
寿
介
護
課
、
福
祉
事
務
所

を
は
じ
め
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
家
庭
児
童
相

談
所
な
ど
が
あ
り
、
保
健
・
介
護
・

福
祉
・
子
育
て
な
ど
が
連
携
し
て

活
動
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
健
師
の
状
況
と
し
ま
し
て
は
、

健
康
推
進
課
に
６
人
、
長
寿
介
護

課
に
１
人
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
１
人
、
福
祉
事
務
所
に
１
人
を

配
置
し
計
９
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

他
に
管
理
栄
養
士
１
人
、
看
護
師

１
人
、
作
業
療
法
士
１
人
、
臨
時

の
歯
科
衛
生
士
が
１
人
い
ま
す
。

年
代
は
20
代
か
ら
50
代
、
経
験
年

数
も
新
規
採
用
か
ら
20
年
以
上
と

バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
で
き
て
お
り
、

日
ご
ろ
か
ら
業
務
や
情
報
の
共
有

を
図
る
こ
と
で
、
須
崎
市
の
め
ざ

す
「
長
い
ス
タ
ン
ス
で
、
住
民
を

渡
辺　

健
康
増
進
法
の
施
行
を
受
け

て
の
取
り
組
み
や
よ
さ
こ
い
健
康

プ
ラ
ン
21
な
ど
、
保
健
事
業
へ
の

取
り
組
み
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

楠
瀬
市
長　

25
年
度
に
健
康
増
進

計
画
第
２
期
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、「
百
歳
現
役
～
元
気

な
須
崎
～
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
19
年
度
に
策
定
し
た
健
康

増
進
計
画
を
よ
り
一
層
実
践
的
に

し
た
も
の
で
、
住
み
慣
れ
た
須
崎

市
で
生
涯
、
健
や
か
で
こ
こ
ろ
豊

か
に
暮
ら
す
市
民
が
増
え
る
こ
と

を
基
本
理
念
と
し
、
自
助
・
共
助
・

公
助
に
よ
り
市
民
み
ん
な
で
ゴ
ー

ル
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

渡
辺　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

楠
瀬
市
長　

20
年
度
か
ら
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
が
、
初
年
度
の
当
市
の

受
診
率
は
17･

28
％
と
県
平
均
か
ら

５
％
以
上
も
低
い
数
値
で
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、職
員
一
丸
と
な
っ

て
受
診
の
呼
び
掛
け
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
結
果
、
25
年
度
の
受
診

率
は
34･

44
％
と
着
実
に
伸
び
て
き

て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
受
診
率
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
繰

り
返
し
受
診
を
勧
め
て
き
た
成
果

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
に
健
診
を
受
け
て
も

ら
う
に
は
、
声
掛
け
が
一
番
効
果

が
あ
る
と
考
え
、
受
診
勧
奨
担
当

　

具
体
的
に

は
、
健
康
づ

く
り
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
七
つ
の
柱
と
基

本
方
針
を
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を

と
お
し
て
推
進
す
る
こ
と
と
し
、

毎
年
重
点
目
標
を
定
め
、
健
康
推

進
課
を
中
心
と
し
て
、
健
康
づ
く

り
推
進
委
員
、
食
生
活
改
善
推
進

委
員
な
ど
と
連
携
し
て
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
26
年
の
重
点
目
標
は
、

健
診
の
受
診
率
向
上
・
禁
煙
・
適

正
飲
酒
と
な
っ
て
お
り
、
な
か
な

か
難
し
い
分
野
で
は
あ
り
ま
す
が
、

庁
内
で
も
喫
煙
場
所
を
減
ら
す
な

ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

首長は語る
No.69

県内外から寄せられた須崎市のゆるキャラ
「しんじょう君」の作品。市役所に展示

健康への関心が
高い市民が
増えている

▲ 1. 健康井戸端会議
①地域で健康に関する理解が深
まり健康に関心が高い市民が増
える

自分を知るために
健診を受ける人が
増えている

▲

２．健診
①健診・がん検診に関心のある
人を増やす
②各地域で推進委員が楽しく受
診勧奨をする
③健診が受けやすい体制をすす
める
④医療機関と連携し受診者を増
やす

食事や嗜
しこう

好品に
留意する人が
増えている

▲ ３．食生活とお酒
①バランスよく食事をする
②伝統食（郷土料理）の継承
③生涯おいしくお酒が飲める

体を動かすことを
実践する人が
増えている

▲

４．運動・生活活動
①スポーツの垣根を低くして、
スポーツ人口を増やす
②日常生活の活動量を増やす
③「歩くまちすさき」をつくる

禁煙や分煙の取り組み
が進み、特に妊婦の
喫煙が減少している

▲ ５．たばこ
①たばこの害を理解して吸わな
い人を増やす。吸わない人をた
ばこの煙から守る

子どもの歯を守り、
80歳で 20本以上の
歯を持っている人が
増えている

▲

６．歯の健康
①子どもの歯を守り、自分の歯
で一生食べられる基礎を作る
② 8020をめざして、成人期に
歯の健康をしっかり守る

こころも体も
すこやかな人が
増えている

▲

７．こころの健康
①過大なストレスをのぞく安
心・安全な居場所づくり
②隣近所の声掛けで孤立を防ぐ
③大人も子どもも早寝・早起き・
朝ご飯～生活リズムを整えること
がこころの安定につながります～

百歳現役～元気な須崎～

床
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
増
床
等

に
よ
り
施
設
入
所
待
機
に
つ
い
て

の
課
題
は
一
定
解
消
さ
れ
つ
つ
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
よ
り
長

く
在
宅
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、

自
立
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
27
年
度
か
ら
の
第
６
期
介

護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
す
る
た

め
、
委
員
会
や
作
業
部
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
高
齢
者
の
方
々
の
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
、
要
介
護
状
態
に
な
ら
な

い
た
め
の
予
防
事
業
や
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
の
在
宅
生
活
を
支
え
る
た

め
の
事
業
計
画
と
な
る
よ
う
に
、
検

討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

渡
辺　

介
護
保
険
の
状
況
は
い
か

が
で
す
か
。

楠
瀬
市
長　

須
崎
市
の
介
護
保
険

の
被
保
険
者
数
は
、
26
年
７
月
末

現
在
で
８
０
９
７
人
、
そ
の
中
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方

は
１
２
７
８
人
で
、
約
６
人
に
１

人
の
方
が
何
ら
か
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
通
所
介

護
事
業
者
が
市
内
に
15
カ
所
あ
り
、

利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
状
況
で

す
。
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、

26
年
６
月
に
市
内
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
が
30
床
増
床
さ
れ
、
５

カ
所
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
満

須崎市長
高知県国保連合会副理事長 楠

く す

 瀬
の せ

 耕
こ う

 作
さ く

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
支
援
を
め
ざ
す

健
康
増
進
計
画
の
実
現
に
向
け
、

市
民
み
ん
な
で
取
り
組
む

一
人
で
も
多
く
の
方
に
健
康
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
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行
っ
て
い
ま
す
。

　

出
産
後
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
全
戸

訪
問
、
母
乳
相
談
、
育
児
相
談
、

離
乳
食
講
習
会
な
ど
、
き
め
細
か

な
対
応
で
お
母
さ
ん
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
楽
し
く
育
児
で
き
る

よ
う
に
子
育
て
サ
ー
ク
ル
（
２
カ

所
）
の
活
動
や
子
ど
も
の
一
時
預

か
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
須

崎
市
で
の
子
育
て
が
楽
し
め
て
、

子
育
て
の
不
安
で
孤
立
す
る
お
母

さ
ん
を
な
く
す
こ
と
が
目
標
で
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
医
療
応
援
事
業

と
し
て
医
療
費
の
助
成
を
中
学
卒

業
ま
で
拡
充
し
、
保
育
料
の
第
２

子
か
ら
の
減
免
や
、
第
３
子
の
子

育
て
支
援
金
15
万
円
な
ど
、
子
育

て
へ
の
支
援
対
策
を
充
実
さ
せ
て

い
ま
す
。

　

少
子
化
の
問
題
は
、
出
産
や
育

児
な
ど
の
対
策
だ
け
で
は
不
十
分

で
、
例
え
ば
将
来
親
と
な
る
方
の

仕
事
や
結
婚
、
住
み
や
す
さ
な
ど

ト
ー
タ
ル
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
予
算
等
の
関
係

も
あ
り
、
な
か
な
か
難
し
い
で
す

が
、
工
夫
を
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

渡
辺　

須
崎
市
の
特
色
あ
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

楠
瀬
市
長　

本
市
は
、
県
内
で
最

悪
の
公
債
費
比
率
を
抱
え
、
い
ま

だ
に
財
政
再
建
の
途
中
で
あ
り
、

次
の
代
に
負
の
遺
産
を
残
さ
な
い

こ
と
を
念
頭
に
市
政
運
営
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
「
持
続
可
能
な
す
さ
き
づ
く
り
」

と
掲
げ
、
①
安
全
安
心
の
創
造
、

②
産
業
の
創
造
、
③
ま
ち
づ
く
り

の
創
造
の
三
つ
の
柱
を
立
て
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
の
実
現

に
は
、
計
画
性
を
持
ち
、
市
民
の

皆
さ
ん
や
職
員
と
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
共
有
し
、
あ
ら
ゆ
る
課
題
に
創

渡
辺　

高
齢
化
対
策
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

楠
瀬
市
長　

本
市
で
は
、
３
人
に

１
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
高
齢
化
が

進
行
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
が
地
域
で
自
立
し
た
生

活
を
送
る
た
め
に
は
、
健
康
づ
く

り
や
介
護
予
防
の
推
進
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、各
地
域
で
の
「
い

き
い
き
百
歳
体
操
」
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
定
期
的
な
各
地

区
の
集
ま
り
へ
の
訪
問
の
他
、
新

造
的
な
思
考
を
持
っ
て
対
処
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
も
と
、

26
年
度
よ
り
一
つ
の
取
り
組
み
と

し
て
、「
す
さ
き
未
来
塾
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
須
崎
の

将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
を
め
ざ

し
た
も
の
で
、
全
国
よ
り
著
名
な

渡
辺　

現
在
、
須
崎
市
で

取
り
組
む
学
術
・
産
業
・
観

光
な
ど
の
地
域
振
興
事
業
や

市
町
村
Ｐ
Ｒ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

楠
瀬
市
長　

須
崎
市
は
食
材
を
は

じ
め
、
全
国
に
誇
れ
る
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ミ
ョ
ウ
ガ
の

生
産
量
は
全
国
一
で
あ
り
、
鍋
焼

き
ラ
ー
メ
ン
は
全
国
の
Ｂ
級
グ
ル

メ
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
最

近
は
、
そ
の
鍋
焼
き
ラ
ー
メ
ン
に

次
ぐ
魅
力
と
な

る
よ
う
、
須

崎
商
工
会

議
所
青

年
部
が

中
心
に

「
須
崎

渡
辺　

楠
瀬
市
長
ご
自
身
が
健
康

に
対
し
て
普
段
か
ら
気
を
付
け
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

楠
瀬
市
長　

水
泳
と
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
で
体
を
動
か
し
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
に
は
必
ず
畑
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
水
泳
は
36
歳
く
ら
い

う
つ
ぼ
学
会
」
を

立
ち
上
げ
、
ウ
ツ

ボ
料
理
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
26
年
に
は
市
制
60
周
年

を
迎
え
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
先
日
も
、

「
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ま
つ
り

in
須
崎
」
を
２
日
間
に
わ
た
っ
て

開
催
し
、
県
内
外
か
ら
72
体
の
ご

当
地
キ
ャ
ラ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

四
国
で
は
最
大
級
と
な
る
キ
ャ

ラ
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、
全
国
か
ら

延
べ
５
万
人
の
入
場
者
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
須
崎
市
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
ん

じ
ょ
う
く
ん
」
を
中
心
に
Ｐ
Ｒ
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

か
ら
始
め
た
の
で
す
が
、
全
身
を

動
か
す
有
酸
素
運
動
な
の
で
非
常

に
体
に
良
い
と
思
い
ま
す
。
26
年

10
月
に
初
開
催
と
な
る
「
す
さ
き

オ
ー
プ
ン
ウ
オ
ー
タ
ー
ス
イ
ミ
ン

グ
２
０
１
４
」
の
１
㎞
の
部
に
出

場
し
ま
し
た
。

方
を
講
師
と
し
て
招
き
、
講
演
会

を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
須
崎
市
は
無

限
の
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、
何

よ
り
地
域
の
宝
で
あ
る
人
材
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
力
を

合
わ
せ
て
、
須
崎
市
の
元
気
な
未

来
を
創
造
し
て
い
き
ま
す
。

渡
辺　

今
後
、
国
保
連
合
会
に
望

む
事
業
な
ど
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

楠
瀬
市
長　

市
町
村
が
国
保
業
務

を
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
す
る
た
め
に
、

国
保
連
合
会
が
国
保
事
業
に
お
け

る
重
要
な
業
務
を
担
い
、
質
問
等

に
も
迅
速
丁
寧
に
対
応
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
こ
と
に
感
謝
を
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
の

取
り
ま
と
め
等

で
も
苦
労
を
掛

け
て
お
り
ま
す
。

　

29
年
度
を
め
ど
に
国
保
が
県
単

位
と
な
っ
て
も
、
現
場
に
お
け
る

国
保
事
業
の
円
滑
な
運
営
に
国
保

連
合
会
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今
後

と
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
く
国
保
の
財
政
状
況

「
持
続
可
能
な
す
さ
き
づ
く
り
」の
実
現
を
め
ざ
す

渡
辺　

国
保
に
お
け
る
問
題
点
と
課

題
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

楠
瀬
市
長　

人
口
の
減
少
に
伴
い
須

崎
市
の
国
保
被
保
険
者
数
も
減
少

し
て
い
ま
す
。
前
期
高
齢
者
の
割

合
も
35
％
を
超
え
、
高
齢
化
も
進

ん
で
い
ま
す
。
全
国
的
に
国
保
の

医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
25

年
度
に
は
全
国
で
11
兆
円
を
突
破

し
ま
し
た
。
幸
い
な
が
ら
、
25
年
度

の
本
市
の
医
療
費
は
前
年
度
よ
り

は
減
少
し
ま
し
た
が
、
23
・
24
年
度

に
非
常
に
高
騰
し
た
た
め
、
財
政
状

況
は
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
23
年
度
に
２
６
０
０
万

円
、
24
年
度
に
８
６
０
０
万
円
、
25

年
度
に
は
４
千
万
円
を
財
政
調
整

基
金
か
ら
繰
り
入
れ
て
お
り
、
実

質
的
に
は
赤
字
決
算
が
続
い
て
い

ま
す
。
財
政
調
整
基
金
も
１
千
万

円
を
切
り
、
26
年
度
以
降
の
国
保

運
営
に
は
充
分
な
配
慮
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
保
税
の
収
納
率
に
つ
き
ま
し

て
も
、
現
年
分
で
94
％
を
、
滞
納

分
で
50
％
を
超
え
る
数
字
を
挙
げ

て
お
り
、
徴
税
担
当
者
も
相
当
努

力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
19
年

度
以
降
改
正
し
て
い
な
い
国
保
税

率
の
見
直
し
も
視
野
に
入
れ
て
い

ま
す
。
国
に
お
い
て
、
国
保
の
実

施
主
体
を
都
道
府
県
と
市
町
村
が

共
同
で
担
う
こ
と
の
議
論
も
進
め

ら
れ
て
お
り
、
29
年
度
に
広
域
化

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
財
政
計

画
を
立
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 集団健診

渡
辺　

少
子
化
対
策
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

楠
瀬
市
長　

須
崎
市
の
出
生
数
は

減
少
し
、
１
年
間
の
出
生
数
は

１
３
０
人
前
後
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
高
幡
地
域
に
は
、
出
産
で

き
る
病
院
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
と

ん
ど
高
知
市
内
の
病
院
で
出
産
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
妊
娠

期
か
ら
の
関
わ
り
を
大
切
に
、
母

子
手
帳
の
交
付
時
か
ら
妊
婦
ア
ン

ケ
ー
ト
で
の
面
接
や
妊
婦
教
室
、

ハ
イ
リ
ス
ク
妊
婦
へ
の
訪
問
等
で

安
心
し
て
出
産
で
き
る
支
援
を

た
に
集
ま
り
を
作
る
際
に
は
、
保

健
師
を
は
じ
め
看
護
師
な
ど
の
専

門
職
が
体
操
指
導
を
行
い
、
適
切

な
運
動
を
継
続
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
お
り
、
現
在
で
は
、

市
内
48
カ
所
55
グ
ル
ー
プ
が
自
主

的
に
開
催
し
、
健
康
づ
く
り
や
介

護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に
は
公
共
交
通
機

関
が
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱

な
地
域
が
多
く
あ
る
こ

と
か
ら
、
バ
ス
停
か
ら
４
㎞
以
上

離
れ
た
家
で
暮
ら
す
70
歳
以
上
の

車
を
運
転
し
な
い
方
に
は
、
タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
を
配
布

し
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
高
齢
者

の
外
出
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
に
大
事
な

こ
と
は
、「
き
ょ
う
よ
う
＝
今
日
、

用
事
が
あ
る
」
と
「
き
ょ
う
い
く

＝
今
日
、
行
く
と
こ
ろ
が
あ
る
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
気
持
ち
の

健
康
づ
く
り
が
大
事
と
い
う
こ
と

で
、
そ
う
い
っ
た
魅
力
の
あ
る
機

会
を
行
政
で
も
作
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
魅
力
を
全
国
に
向
け
て
発
信

体
を
動
か
し
て
、心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
支
援
を
望
む

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
支
援
の
充
実
を
図
る

親
が
孤
立
す
る
こ
と
な
く
子
育
て
を
楽
し
め
る
こ
と
が
目
標
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 詳しくは、須崎市役所元気創造課または須崎市観光協会まで
●須崎市役所元気創造課　TEL 0889-42-3951
URL http://www.city.susaki.kochi.jp/index.html
●須崎市観光協会　TEL 0889-42-2575
URL http://susakishikankou.com/
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道の駅  
かわうその里
すさき

武市半平太像

大谷の樟

至 津野町

至 中土佐町

高
知
自
動
車
道

坂本龍馬
首切り地蔵

鍋焼きラーメン
橋本食堂

494

至 

土
佐
市

自然と人が優しく
ふれあうまち

いちおしスポット

須崎市で生まれ、半世紀以上に
わたり地元の人々に愛され続けて
いる。スープは親鳥の鶏がらしょう
ゆベースで、具は親鳥の肉、ねぎ、
生卵、ちくわなど。土鍋（ホーロー、

鉄鍋）に入った熱々のご当地ラーメン。市内では専門店を
はじめ約 40 店舗の店で食べられる。
写真は、鍋焼きラーメン専門店である「橋本食堂」のもの。
鍋焼きラーメン　橋本食堂
■営業時間／ 11：00 ～ 15：00
■定休日／日曜・祝日
■お問い合わせ／ TEL 0889-42-2201

幕末の動乱期に土佐勤皇党盟主で
あった武市半平太の銅像。1979（昭
和 54）年に建設され、高さはおよそ 3 ｍ。像の後ろにある石
碑には半平太と共に行動した土佐勤皇党の血盟者の名前
が刻まれている。
横
よこなみ

浪半島を縦断する横浪黒潮ラインの中程にあり、太平洋を
望むように立っている。

浦ノ内湾の奥、鳴無地区にあり、海から入るように作られた参
道や海に向かって立つ社殿は「土佐の宮島」とも呼ばれる。
創建は鎌倉時代 1251 年と伝えられ、現在の社殿は 1663 年
に再建された。1953（昭和 28）年、国の重要文化財に指定されている。
■お問い合わせ／ TEL 0889-42-8591（須崎市教育委員会）

国道 56 号と国道 197 号の分岐点近くにある道の駅。新鮮な野菜・
果物等の農産物を購入できる地元農協の直販店やカツオのタタキ
の実演販売店、水産加工品の販売店などがある。また、２階には新
鮮な魚介類を提供するレストラン「とれた亭」がある。
■営業時間／（１階）直営店 9：00 ～ 18：00　　

（２階）とれた亭 11：00 ～ 19：00
■定休日／年中無休
■お問い合わせ／ TEL 0889-40-0004
■ URL ／ http://mb.scatv.ne.jp/~michinoeki/
 

鍋焼きラーメン

鳴
お と な し

無 神 社

須崎名物

土佐の宮島

高岡郡津野町にある鶴松森を源流に須崎湾へと注ぐ県
内有数の清流。総延長約 25km、豊富な水量があり、川遊
びが楽しめ、鮎釣りなども盛ん。ニホンカワウソが最後に発
見された川としても有名。

新
し ん じ ょ う が わ

荘 川

ニホンカワウソが
最後に発見された川

武
市
半
平
太
像

土
佐
勤
皇
党
の
盟
主

坂
本
龍
馬

首
切
り
地
蔵

坂
本
龍
馬
、ゆ
か
り
の
地

発
ほっしょうじ

生寺の境内にたたずむ
地蔵。坂本龍馬が木刀を
振って一撃のもとにその首を打ち落としたといわれている。寺の境内
には、坂本龍馬がその地蔵供養のために植えたといわれる松もある。
■お問い合わせ／ TEL 0889-42-0166

須賀神社境内にそびえる推定樹齢２千年
を誇る四国最大級のクスノキ。根元の周囲
約 25 ｍ、樹高約 25 ｍの大木で、1924（大
正 13）年に国の天然記念物に指定されて
いる。また、主幹の空洞には楠神様が祭ってあり、乳
幼児の成長や健康祈願に訪れる人も多い。

大
谷
の
樟

く
す
の
き

国
指
定
の
天
然
記
念
物

四
国
最
大
級
の
道
の
駅

道
の
駅  

か
わ
う
そ
の
里
す
さ
き

■お問い合わせ／ TEL 0889-42-8591（須崎市教育委員会）
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四万十市（西土佐総合支所）保健課

岩
い わ ま

間沈下橋。沈下橋は地域住民にとって欠かすことのできない生活道路でもあります

面積　632.42k㎡
人口　35,481 人
国保被保険者数　10,510 人
高齢化率　32.0％

（平成 26 年 7 月末現在）

各
地
区
に
お
い
て
地
区
健
康
福
祉
委
員
会
を

組
織
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

西
土
佐
地
域
は
勉
強
熱
心
な
住
民
が
多
く
、

合
併
前
よ
り
地
区
の
健
康
相
談
の
場
で
保
健

師
が
健
康
学
習
を
行
う
機
会
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。

　

事
業
が
移
行
し
て
か
ら
も
、
当
事
業
の
柱

の
一
つ
で
あ
る
「
健
康
づ
く
り
事
業
」
の
中

で
地
区
学
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ

に
応
じ
て
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
の
他
に
、

西
土
佐
診
療
所
の
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
も
参
加

し
て
、講
話
や
フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
場
を
設
け
、

健
康
や
医
療
に
つ
い
て
深
く
学
べ
る
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。
開
催
が
夜
間
（
19
～
21
時

ご
ろ
）
の
た
め
、
日
中
忙
し
い
方
の
参
加
も

多
く
み
ら
れ
ま
す
。

西
土
佐
地
域
の
料
理
の
特
徴

　

西
土
佐
地
域
で
は
、
地
区
の
集
会
所
で
特

定
健
診
結
果
報
告
会
を
行
い
、
健
診
結
果
を

個
別
に
説
明
す
る
と
と
も
に
、
生
活
状
況
の

聞
き
取
り
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

　

健
診
結
果
を
見
る
と
、
西
土
佐
地
域
で
は

高
知
県
内
の
平
均
と
比
べ
て
血
圧
、
中
性
脂

肪
、H

bA
1c

値
が
高
く
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
が
低
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
生
活
状
況
に
は
特
に
こ
れ
と

い
っ
た
原
因
が
見
当
た
ら
ず
、
何
に
重
点
を

置
い
て
指
導
す
れ
ば
よ
い
の
か
悩
む
日
々
が

続
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
住
民
の

作
っ
た
料
理
を
職
員
が
ご
ち
そ
う
に
な
る
機

会
が
あ
り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
料
理
の
味

付
け
に
課
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

西
土
佐
地
域
で
は
医
療
や
買
い
物
な
ど
、

隣
接
す
る
愛
媛
県
に
頼
っ
て
い
る
住
民
が
多

く
、
文
化
や
方
言
も
愛
媛
県
の
影
響
を
受
け

て
い
ま
す
。
料
理
に
関
し
て
も
愛
媛
県
南
予

地
域
の
味
付
け
と
よ
く
似
て
い
て
「
甘
く
濃

い
」
の
が
特
徴
で
す
。

出
張
料
理
教
室
の
成
果
と

今
後
の
課
題

　

そ
こ
で
、
23
年
度
よ
り
家
庭
で
の
食
事
を

見
直
す
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
「
出
張
料

理
教
室
」
と
い
う
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
保
健
師
と
管
理
栄
養
士
が
地
区
に
出

向
き
、
低
糖
・
減
塩
を
考
え
な
が
ら
地
区
住

民
と
共
に
料
理
を
す
る
も
の
で
す
。

　

24
年
度
に
は
糖
度
計
を
購
入
し
、
各
地
区

の
住
民
が
普
段
通
り
に
作
っ
た
料
理
の
糖
度

を
計
測
し
ま
し
た
。
す
る
と
西
土
佐
地
域
の

料
理
の
糖
度
は
、
全
国
平
均
よ
り
も
高
い
と

い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
職
員
が
主
観
的

清
流
四
万
十
川
が
流
れ
る
、

日
本
一
ア
ツ
い
ま
ち

　

平
成
17
年
に
中
村
市
と
西
土
佐
村
が
合
併

し
て
誕
生
し
た
四
万
十
市
は
、
高
知
県
南
西

部
に
位
置
し
て
お
り
、
北
西
は
愛
媛
県
に

接
し
、
南
東
は
太
平
洋
に
面
し
て
い
ま
す
。

市
域
に
は
日
本
最
後
の
清
流
と
い
わ
れ
る

「
四
万
十
川
」
が
貫
流
し
て
お
り
、
当
市
だ

け
で
も
岩
間
の
沈
下
橋
を
は
じ
め
と
す
る
九

つ
の
沈
下
橋
が
架
か
っ
て
い
ま
す
。
緑
豊
か

な
山
々
を
背
景
に
、
青
く
澄
ん
だ
四
万
十
川

に
か
か
る
沈
下
橋
は
、
四
万
十
市
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ORANKU NO HOKENJIGYO

日本一アツいまちとなり、
観光客でにぎわっています 黒

くろそん

尊渓谷では全国でも指折りの
美しい紅葉を見ることができます

テナガエビの空揚げ。四万十川を代表する料理の一つです
暑さ日本一を観測したこの場所を一目見ようと

観光客が訪れます

四万十市

Vol.69

　

24
年
に
は
生
田
斗
真
さ
ん
主
演
の
ド
ラ
マ

『
遅
咲
き
の
ヒ
マ
ワ
リ
～
ボ
ク
の
人
生
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
～
』
の
ロ
ケ
地
と
な
り
、
山
紫

水
明
の
自
然
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
の
も

記
憶
に
新
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

25
年
８
月
12
日
に
は
、
四
万
十
市
西
土
佐
江

川
崎
に
お
い
て
、
国
内
観
測
史
上
最
高
の
気

温
41
度
を
記
録
し
、「
日
本
一
ア
ツ
い
ま
ち
」

と
し
て
全
国
に
名
を
は
せ
ま
し
た
。
以
来
、

風
光
明め

い

媚び

な
四
万
十
川
と
そ
の
自
然
の
幸

（
ア
ユ
、
ウ
ナ
ギ
、
テ
ナ
ガ
エ
ビ
、
ツ
ガ
ニ
、

ア
オ
サ
ノ
リ
な
ど
）、そ
し
て「
ア
ツ
い
ま
ち
」

を
め
ざ
し
て
訪
れ
る
観
光
客
が
増
え
、
住
民

は
嬉
し
い
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ア
ツ
い
ま
ち
・
西
土
佐
地
域

に
特
化
し
た
保
健
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。健

康
福
祉
委
員
会
が
取
り
組
む

健
康
づ
く
り
事
業

　

旧
西
土
佐
村
で
は
、
１
９
８
５
（
昭
和

60
）年
度
よ
り
保
健
推
進
員
制
度
が
発
足
し
、

各
地
区
で
の
保
健
事
業
に
推
進
員
を
中
心
に

取
り
組
み
、
合
併
後
も
引
き
続
き
、
西
土
佐

地
域
独
自
で
保
健
事
業
活
動
を
し
て
い
ま
し

た
。
24
年
度
か
ら
は
、
市
全
体
で
「
四
万
十

市
健
康
・
福
祉
地
域
推
進
事
業
」
と
し
て
、

若いときから
始める健康づくり

910 vol.320 vol.320



に
感
じ
て
い
た
味
付
け
の
問
題
を
、
数
値
と

し
て
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
、
味
付
け
を
中

心
に
指
導
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
あ
ら

た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
普
段
通
り
の
味
付
け
と
「
薄
味
」

の
レ
シ
ピ
を
基
に
し
た
も
の
と
の
食
べ
比
べ

を
し
て
も
ら
い
、
住
民
の
反
応
を
調
べ
て
み

ま
し
た
。
す
る
と
、
薄
味
の
も
の
を
「
味
が

薄
い
」
と
言
っ
て
残
す
住
民
が
多
く
、
味
の

濃
い
も
の
を
お
い
し
い
と
感
じ
て
い
る
割
合

が
高
い
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
長
年
培
っ

て
き
た
料
理
の
味
付
け
を
今
に
な
っ
て
「
減

ら
し
て
い
く
」
こ
と
は
非
常
に
難
し
く
、
長

期
間
に
わ
た
り
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

出
張
料
理
教
室
を
始
め
て
か
ら
４
年
目
に

な
り
、
住
民
か
ら
は
「
家
で
砂
糖
を
使
う
量

が
減
っ
た
」「
な
る
べ
く
薄
味
に
す
る
よ
う

心
が
け
て
い
る
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
、
健

診
結
果
も
少
し
ず
つ
良
く
な
っ
て
い
る
住
民

も
い
ま
す
。

　

一
方
、「
せ
っ
か
く
薄
味
に
作
っ
て
も
夫

が
し
ょ
う
ゆ
を
か
け
て
し
ま
う
」「
薄
味
だ

と
家
族
に
文
句
を
言
わ
れ
る
」
な
ど
の
声
を

聞
く
こ
と
も
あ
り
、
料
理
教
室
に
参
加
す
る

人
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
家
族
に
対
し
て
も

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と
が
新
た
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
検
診
を
通
じ
て
、

家
族
の
健
康
意
識
を
高
め
る

　

生
活
習
慣
病
の
低
年
齢
化
が
進
み
、
成

人
期
だ
け
で
は
な
く
学
童
期
か
ら
の
関
わ

り
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
西
土
佐
地

域
で
は
１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
度
よ
り

毎
年
、
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
の
全

て
を
対
象
に
、
身
体
計
測
（
身
長
と
体
重
。

中
学
生
か
ら
は
体
脂
肪
率
も
追
加
）、
採
血
、

心
電
図
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
童
期

か
ら
経
年
的
に
検
査
を
行
う
こ
と
で
、
異

常
の
早
期
発
見
が
で
き
、
適
切
な
治
療
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
自

分
の
体
に
つ
い
て
は
無
関
心
で
も
、
子
ど

も
の
体
に
つ
い
て
は
熱
心
な
若
い
親
世
代

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
な
り
、
こ
の
検
診

が
家
族
全
体
で
健
康
意
識
を
高
め
る
き
っ

か
け
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
健
康
ま
つ
り
で

楽
し
く
学
ぶ

　

西
土
佐
地
域
で
は
、
小
学
生
の
う
ち
か
ら

健
康
・
食
事
・
医
療
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
１
９
８
６
（
昭
和
61
）

年
度
よ
り
毎
年
「
子
ど
も
健
康
ま
つ
り
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
地
元

ORANKU NO HOKENJIGYO

の
小
学
４
～
６
年
生
が
対
象
で
、
午
前
中
は

職
員
と
共
に
管
理
栄
養
士
が
考
案
し
た
料
理

を
作
り
、
試
食
し
ま
す
。
午
後
は
健
康
に
関

す
る
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
西
土
佐
診
療
所
で

エ
コ
ー
や
聴
診
、
車
イ
ス
の
体
験
を
し
た
り

と
、
普
段
あ
ま
り
経
験
し
な
い
こ
と
を
楽
し

く
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
例
検
討
会
で
保
健
師
と
し
て

の
ス
キ
ル
を
磨
く

　

四
万
十
市
で
は
、
市
の
保
健
師
全
員
（
本

庁
保
健
介
護
課
保
健
衛
生
係
９
人
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
３
人
、
西
土
佐
総
合
支
所

保
健
課
２
人
）
と
幡
多
福
祉
保
健
所
の
保
健

師
が
「
事
例
検
討
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

関
わ
り
方
に
困
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
の
事
例
を

発
表
し
、
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
ケ
ー
ス

の
状
況
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
分
析
・
推
測
・

判
断
）す
る
も
の
で
、２
カ
月
に
１
回
の
ペ
ー

ス
で
開
い
て
い
ま
す
。
所
属
先
の
違
う
新
人

か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
の
保
健
師
が
そ
れ
ぞ
れ

の
意
見
を
出
し
合
う
こ
と
で
、
多
方
面
か
ら

ケ
ー
ス
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
良
い

解
決
法
の
発
見
や
今
後
起
こ
り
う
る
事
態
の

予
測
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
健

師
一
人
一
人
の
問
題
解
決
能
力
の
向
上
に
も

大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

「
鉄
は
熱
い
う
ち
に
打
て
」若
い

世
代
へ
の
働
き
掛
け
が
重
要

　

本
市
の
特
定
健
診
受
診
率
は
20
年
度
以
降

27
～
38
％
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
徐
々
に
増

加
し
て
い
る
も
の
の
、
県
内
で
は
34
市
町
村

中
18
位
（
25
年
度
）
と
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余

地
が
あ
り
ま
す
。
働
き
盛
り
で
健
康
に
も
自

信
が
あ
り
、
健
診
の
必
要
性
を
感
じ
に
く
い

40
～
50
歳
代
の
受
診
が
少
な
い
こ
と
も
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
鉄
は
熱
い
う
ち
に
打
て
」
と
い
い
ま
す

が
、
い
か
に
し
て
若
い
世
代
へ
働
き
掛
け
る

か
が
保
健
活
動
ス
タ
ッ
フ
の
腕
の
見
せ
ど
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
健
康
を
失
っ
て
か
ら
で

は
遅
い
の
で
す
。「
何
事
も
な
い
平
凡
な
一

日
」
を
多
く
の
方
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
た

ら
、こ
れ
ほ
ど
幸
せ
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「みず・めし・うん・うんポロシャツ」で、普段の体調を整える
４カ条の普及をめざします

毎月1回、「保健師会」を開催。市内の保健師が
集まりお互いのスキルアップをめざします

遊びに来た子どもたちと楽しい食事。
笑顔がこぼれます

保健師による血圧測定、健康学習や脳トレなどをし
ています。この日は地元小学生が遊びに来ました

健康相談子ども健康まつり

出張料理教室

おいしい！と歓声が上がりました昼食後、役員生徒が健康に関するクイズを出題。
大人顔負けの問題ばかりでした

今年のメニューは野菜たっぷり冷や麦と
ギョーザ、クッキーです

「味が薄い」との声も上がりましたが、
みんなでおいしくいただきました

一汁三菜、塩分 2.5ｇにした理想的な食事です

①みず（水分）……十分な水分をこまめに取りましょう
（目標：１日1,500ml以上）

②めし（食事）……規則正しい食生活を送りましょう
（目標：1日3食きちんと食べる）

③うん（排便）……自然な排便に努めましょう
（目標：自然な排便）

④うん（運動）……全身を軽く動かす運動をしましょう
（目標：1日散歩2km、体操30分）

普段の体調を整える４カ条
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元
気
散
策
！

こ
の
ま
ち
か
ら
の
笑
顔
だ
よ
り

東
洋
町

高
知
県
最
東
端
に
位
置
し
、

徳
島
県
に
隣
接
す
る
ま
ち
。

ま
ち
の
海
の
玄
関
口
・
甲か
ん
の
う
ら浦
、

サ
ー
フ
ィ
ン
で
有
名
な
生い
く
み見
、

野
根
山
街
道
が
通
る
野
根
。

自
然
が
豊
か
な
ま
ち

東
洋
町
で

あ
た
た
か
い
笑
顔
に

出
会
い
ま
し
た
。

「
受
け
継
が
れ
て
き
た
味
」

創
業
当
時
か
ら

守
り
続
け
た
味
を

届
け
た
い

T O Y O  T O W N

東
洋
町
野
根
に
あ
る

老
舗
を
訪
ね
る

　

東
洋
町
は
、
高
知
市
か
ら
東

へ
１
２
０
㎞
、
高
知
県
の
最
東

端
に
あ
り
徳
島
県
と
隣
接
す
る

ま
ち
。
ま
ち
の
名
前
は
東
に
太

平
洋
を
望
む
こ
と
か
ら
そ
の
名

が
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。
清
流
・

野
根
川
が
ま
ち
を
流
れ
、
東
西

10
㎞
に
面
し
た
太
平
洋
へ
と
注

い
で
い
る
。

　

ま
ち
の
海
の
玄
関
口
に
当
た

る
甲
浦
に
は
白
浜
海
水
浴
場
や
、

豊
富
な
海
の
幸
が
そ
ろ
う
甲
浦

漁
港
が
あ
り
、
生
見
は
全
国
で

も
有
名
な
サ
ー
フ
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
知
ら
れ
、
サ
ー
フ
ィ
ン
の

全
国
大
会
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

野
根
で
は
、
７
１
８
年
に
開
か

れ
た
野
根
山
街
道
が
通
り
、
自

然
の
豊
か
さ
や
歴
史
の
ロ
マ
ン

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
東
洋
町
野
根
に
お
い
て
、

受
け
継
が
れ
て
き
た
味
を
大
事

に
守
り
、「
野
根
ま
ん
ぢ
う
」
を

製
造
・
販
売
す
る
老
舗
「
福
田

屋
」
を
訪
ね
、
店
を
切
り
盛
り

す
る
福
田
広
美
さ
ん
に
話
を

伺
っ
た
。

土
佐
の
名
物

「
野
根
ま
ん
じ
ゅ
う
」

　

ま
ん
じ
ゅ
う
の
歴
史
は
古
く
、

江
戸
時
代
に
は
現
在
の
よ
う
な

ま
ん
じ
ゅ
う
が
作
ら
れ
て
お
り
、

庶
民
に
も
身
近
な
も
の
に
な
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
峠
や
宿

場
町
の
茶
屋
の
ま
ん
じ
ゅ
う
の

中
に
は
名
物
も
多
く
、
今
も
全

国
に
そ
う
し
た
名
物
ま
ん
じ
ゅ

う
が
あ
る
。

　
「
野
根
ま
ん
じ
ゅ
う
」
も
そ
の

名
物
ま
ん
じ
ゅ
う
の
一
つ
。
蚕

の
繭
の
よ
う
な
形
で
、
一
口
で

食
べ
ら
れ
る
大
き
さ
、
も
っ
ち

り
と
し
た
薄
皮
に
た
っ
ぷ
り
と

餡
が
詰
ま
っ
た
酒
蒸
し
ま
ん

じ
ゅ
う
。
土
佐
藩
主
山
内
公
も

参
勤
交
代
に
よ
り
、
野
根
山
街

道
を
通
り
甲
浦
港
か
ら
出
港
す

る
際
に
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
野
根
ま
ん
じ
ゅ
う
を
献
上

品
と
し
て
愛
用
し
、
一
般
の
旅

人
も
土
産
物
と
し
て
先
を
競
っ

て
買
い
求
め
た
そ
う
だ
。

福
田
屋
こ
だ
わ
り
の

「
野
根
ま
ん
ぢ
う
」

　

福
田
屋
が
創
業
し
た
の
は

１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
、
約

１
０
０
年
の
歴
史
を
刻
む
老
舗

で
あ
り
、
１
９
５
０
（
昭
和
25
）

年
３
月
24
日
、
天
皇
陛
下
四
国

御
巡
行
の
折
に
は
、
室
戸
市
に

あ
る
山
田
邸
に
て
献
上
の
栄
を

担
っ
た
。

　

福
田
屋
で
は
、
創
業
当
初
の

ま
ん
じ
ゅ
う
の
味
を
守
り
、
昔

な
が
ら
の
「
野
根
ま
ん
ぢ
う
」

を
作
り
続
け
る
こ
と
に
努
め
て

い
る
。

　

野
根
ま
ん
ぢ
う
は
、
素
材
と

味
に
こ
だ
わ
っ
た
餡
と
生
地
で

作
ら
れ
て
お
り
、
餡
は
北
海
道

十
勝
産
の
厳
選
さ
れ
た
小
豆
を

使
用
し
て
作
ら
れ
る
。

　

小
豆
の
皮
を
む
き
、
渋
切
り

（
小
豆
を
ゆ
で
た
ゆ
で
汁
を
捨
て

る
こ
と
。
こ
れ
に
よ
り
、
あ
く

や
渋
味
成
分
を
取
り
除
く
）
等

の
作
業
を
経
て
丁
寧
に
作
ら
れ

る
。
餡
が
仕
上
が
る
ま
で
に
10

時
間
ほ
ど
要
す
る
が
、
こ
の
惜

し
み
な
い
手
間
暇
を
か
け
る
こ

と
に
よ
り
、
雑
味
が
な
く
粒
子

の
細
か
い
餡
へ
と
仕
上
が
り
、

滑
ら
か
な
舌
触
り
を
生
む
。

　

薄
皮
の
生
地
は
水
を
使
わ
ず

に
酒
を
使
用
し
、
卵
は
白
身
の

み
を
使
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
も

ち
も
ち
、
ふ
ん
わ
り
と
し
た
食

感
と
な
る
。
生
地
に
酒
を
使
用

し
て
い
る
た
め
、
蒸
し
て
い
る

と
き
に
は
酒
の
香
り
が
周
り
を

包
む
。

出
来
た
て
の
味
を

届
け
た
い

　

野
根
ま
ん
ぢ
う
は
出
来
た
て

が
一
番
お
い
し
く
、
そ
の
味
を

届
け
る
た
め
に
、
出
来
た
て
の

ま
ん
じ
ゅ
う
一
つ
一
つ
を
手
で

ト
レ
ー
に
詰
め
て
真
空
パ
ッ
ク

に
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
一

番
の
お
す
す
め
の
食
べ
方
は
温

め
る
こ
と
。
電
子
レ
ン
ジ
等
で

少
し
温
め
る
こ
と
で
、
出
来
た

て
の
味
に
近
く
な
り
、
生
地
を

練
っ
た
お
酒
の
ほ
の
か
な
香
り

が
鼻
を
く
す
ぐ
る
。

　

福
田
屋
本
店
に
は
製
造
工
場

が
併
設
し
て
お
り
、
タ
イ
ミ
ン

グ
が
合
え
ば
出
来
た
て
を
味
わ

う
こ
と
も
で
き
、
ま
た
、
製
造

1950年、天皇陛下に献上する野根まんぢうを作る
広美さんの祖父母、福田五郎さん・昌子さん

創業当初の味を守り続ける福田屋の野根まんぢう。
薄皮の中には、上質な餡がたっぷり詰まっている

北海道十勝産の小豆を使用し、
丁寧に作られた餡。甘さは控えめ

福
田
屋
を
切
り
盛
り
す
る
福
田
広
美
さ
ん
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作
業
を
間
近
で
見
学
す
る
こ
と

も
で
き
る
。

　

も
う
一
つ
お
す
す
め
の
食
べ

方
が
あ
る
。
そ
れ
は
油
で
揚
げ

る
こ
と
。
揚
げ
る
こ
と
で
、
生

地
が
か
り
ん
と
う
の
よ
う
に
な

り
、
ま
た
変
わ
っ
た
味
わ
い
に

な
る
そ
う
だ
。

　

福
田
屋
に
は
の
れ
ん
分
け
し

た
店
が
２
店
あ
り
、
大
阪
市
と

室
戸
市
で
営
業
し
て
お
り
、
大

阪
店
で
は
揚
げ
た
野
根
ま
ん
ぢ

う
を
「
あ
げ
ま
ん
ぢ
う
」
と
し

て
販
売
し
て
い
る
。

創
業
当
初
と
変
わ
ら
な
い

味
を
守
り
続
け
る

　

福
田
屋
で
は
、
創
業
当
初
と

変
わ
ら
な
い
味
を
届
け
る
た
め
、

製
造
の
た
び
に
味
を
確
認
し
て

い
る
。

　

昔
か
ら
の
客
に
「
昔
と
同
じ

味
が
す
る
。
変
わ
ら
ず
お
い
し

い
ね
ぇ
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る

こ
と
が
何
よ
り
嬉
し
く
、
励
み

に
な
る
そ
う
だ
。
そ
し
て
、
そ

の
言
葉
を
聞
く
と
、
福
田
屋
と

野
根
ま
ん
ぢ
う
の
生
み
の
親
や

そ
れ
ら
を
守
っ
て
き
た
先
代
の

方
た
ち
に
感
謝
の
気
持
ち
を
抱

く
と
の
こ
と
。

現
在
と
こ
れ
か
ら
先
の

福
田
屋

　

現
在
、
盆
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
な
ど
の
連
休
、
正
月
の

時
期
は
毎
日
ま
ん
じ
ゅ
う
を
作

る
そ
う
だ
が
、
普
段
の
日
は
５

日
間
に
１
回
。
真
空
パ
ッ
ク
に

よ
り
、
出
来
た
て
の
状
態
を
保

持
し
や
す
く
な
り
、
長
期
保
存

が
可
能
に
な
っ
た
背
景
も
あ
る
。

ま
ん
じ
ゅ
う
を
作
る
際
は
パ
ー

ト
の
方
に
来
て
も
ら
い
作
業
を

す
る
が
、
普
段
は
販
売
の
み
に

な
る
た
め
、
家
族
だ
け
で
営
業

し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

跡
継
ぎ
の
こ
と
を
尋
ね
る
と
、

「
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
。
家

族
と
そ
の
話
を
し
て
い
な
い
の

も
あ
る
け
れ
ど
、
ま
ち
の
人
口

も
減
っ
て
い
る
し
、
こ
れ
か
ら

５
年
、
10
年
た
つ
と
こ
の
辺
り

も
ま
た
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う

し
」
と
広
美
さ
ん
。
そ
の
表
情

は
少
し
寂
し
げ
に
見
え
た
。

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い

味
を
届
け
て
ほ
し
い

　

福
田
屋
は
２
０
１
７
年
に

創
業
１
０
０
年
を
迎
え
る
。

１
０
０
年
と
い
う
歴
史
は
容
易

に
築
け
る
も
の
で
は
な
い
。
そ

の
中
に
は
う
れ
し
い
こ
と
や
悲

し
い
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
記

憶
が
刻
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
ら
を
経
て
築
い
て
き
た
福

田
屋
の
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
。

こ
れ
か
ら
先
、
取
り
巻
く
環
境

は
変
わ
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な

い
が
、
福
田
屋
の
守
り
続
け
て

き
た
自
慢
の
味
を
絶
や
す
こ
と

な
く
10
年
、
20
年
と
歴
史
を
重

ね
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

福田屋本店

福田屋国道点

基
本
方
針

　
「
高
知
県
在
宅
保
健
活
動
者
な
で
し

こ
の
会
」
は
、
市
町
村
保
健
事
業
の

重
要
性
を
認
識
し
、
事
業
の
支
援
等

を
通
じ
て
地
域
住
民
の
保
健
と
福
祉

の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
、
会
員
の

資
質
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
や
会
員
相
互
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
以
下
の
活
動
に
取
り
組
む
。

事
業
計
画

１ 

会
議
開
催

・
総
会　

1
回
（
6
月
）

・
役
員
会　

4
回

　
（
4
月
・
7
月
・
10
月
・
27
年
2
月
）

２ 

会
員
の
資
質
の
向
上
に
関
す
る
事
項

・
研
修
会　

2
回
（
6
月
・
27
年
1
月
）

・
そ
の
他　

随
時
開
催
研
修
へ
の
参
加

３ 

会
報
「
な
で
し
こ
だ
よ
り
」

・
発
行　

2
回
（
8
月
・
27
年
3
月
）

・
会
報
編
集
委
員
会　

2
回

　
（
6
月
・
27
年
1
月
）

４ 

保
健
事
業
へ
の
取
り
組
み

・
お
達
者
づ
く
り
支
援
事
業　

6
回

　
（
須
崎
市
・
宿
毛
市
・
四
万
十
市
・

　

香
南
市
・
大
川
村
・
日
高
村
）

・
乳
が
ん
予
防
啓
発
活
動　

3
回

　
（
高
知
市
・
本
山
町
・

　

リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
）

・
市
町
村
保
健
事
業
支
援
：
高
知
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
健
康
ま
つ
り
（
10
月
）

・
健
康
機
器
等
を
活
用
し
た
市
町
村
保
健

活
動
を
支
援

・
そ
の
他

５ 

関
係
機
関
と
の
連
絡
お
よ
び
連
携

・
市
町
村
保
健
師
と
の
交
流
・
連
携
：
高

知
県
市
町
村
保
健
衛
生
職
員
協
議
会

保
健
師
部
会
役
員
会
へ
の
出
席
、
研

修
会
等
へ
の
参
加

・
在
宅
保
健
師
等
会
全
国
連
絡
会
へ
の
出

席
（
国
民
健
康
保
険
中
央
会
主
催
）

・
他
県
在
宅
保
健
師
等
会
と
の
連
絡
・
連

携
：
お
か
や
ま
在
宅
保
健
師
等
の
会

「
も
も
の
会
」
視
察
研
修
の
受
け
入
れ

（
11
月
）

・
そ
の
他
関
係
機
関
と
の
連
携
：
市
町
村

等
か
ら
人
材
派
遣
の
要
請
や
相
談
等

６ 

そ
の
他
必
要
と
す
る
事
業

平
成
26
年
度「
な
で
し
こ
の
会
」事
業
計
画

スローガン

会
員
の
力
を
結
集
し

楽
し
く
進
め
よ
う
地
域
の
健
康
づ
く
り

訪ねた元気人
「福田屋」
福
ふ く だ

田　広
ひ ろ み

美さん

高
知
県
在
宅
保
健
活
動
者

な
で
し
こ
の
会

活
動
状
況
の
紹
介

■
お
達
者
づ
く
り
支
援
事
業

◎
香
南
市

■
内
容
：
講
話
「
気
を
つ
け
た
い

食
事
の
と
り
方
―
高
齢
者
の
食

生
活
や
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
―
」

■
日
時
：
8
月
22
日
（
金
）

　
９
時
半
～
10
時
半

■
対
象
者
：
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
野
市
支
部
自
主
研
修
会
参

加
者　
35
人

■
出
席
会
員：1
人（
管
理
栄
養
士
）

※
感
想
：
低
栄
養
予
防
、骨
粗
し
ょ

う
症
予
防
、
水
分
、
減
塩
に
つ

い
て
な
ど
分
か
り
や
す
く
、
今

後
の
地
域
活
動
の
参
考
に
な
っ

た
。（
市
担
当
栄
養
士
）

◎
須
崎
市

■
内
容
：
健
康
劇　
口
腔
ケ
ア
に

つ
い
て
「
み
が
い
て
・
き
た
え

て
よ
さ
こ
い
健
口
」

　
講
話　
口
腔
の
清
潔
「
口
腔
の

保
湿
と
唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

■
日
時
：
8
月
25
日
（
月
）

　
10
時
半
～
11
時
半

■
対
象
者
：
須
崎
生
涯
大
学
受
講

生　
41
人

■
出
席
会
員
：
6
人

　
（
保
健
師
・
歯
科
衛
生
士
）

※
感
想
：
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
健
康

劇
と
、
歯
科
衛
生
士
の
専
門
的

な
話
に
引
き
込
ま
れ
、
口
腔
ケ

ア
に
つ
い
て
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。（
市
担
当
者
）

■
乳
が
ん
予
防
啓
発
事
業

◎
高
知
市

■
内
容：乳
が
ん
予
防
の
啓
発（
乳

房
モ
デ
ル
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
活
用
し
乳
が
ん
知
識
や
自
己

触
診
に
つ
い
て
健
康
教
育
）

■
日
時
：
7
月
17
日
（
木
）

　
12
時
半
～
15
時
半

■
対
象
者
：
高
知
市
女
性
健
康
診

査
受
診
者
20
～
39
歳  

52
人

■
出
席
会
員
：
2
人
（
保
健
師
）

※
感
想
：
女
性
健
診
会
場
の
一
室

を
乳
が
ん
予
防
啓
発
コ
ー
ナ
ー

と
し
て
、
健
診
受
診
者
2
～
5

人
ご
と
の
少
人
数
で
対
話
し
な

が
ら
健
診
受
診
者
に
対
し
て
健

康
教
育
が
実
施
で
き
、
い
い
機

会
に
な
っ
た
。（
市
担
当
保
健
師
）

　

今
後
も
、
計
画
に
沿
っ
て
微

力
な
が
ら
地
域
の
方
々
や
保
険

者
支
援
に
役
立
つ
活
動
に
な
る

よ
う
、
会
員
同
士
で
検
討
し
て

活
動
し
て
い
く
予
定
で
す
。

創業当時から守り
続けた自慢の味を
絶やすことなく

「福田屋　本店」（野根まんぢう製造・販売）
安芸郡東洋町野根丙1939　電話・FAX／0887-28-1044
営業時間／8：00～17：00　定休日／年中無休

「福田屋　国道店」（野根まんぢう販売）
安芸郡東洋町野根　電話／0887-28-1337
営業時間／8：00～17：00　定休日／年中無休

●お問い合わせ

野根海岸

福田屋国道店福田屋国道店

福田屋本店福田屋本店

55

●

● ●浄念寺

野根駐在所野根駐在所
旧街道旧街道

東陽町役場
野根支局
東陽町役場
野根支局
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開
会
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
本
会
の
塩
田

始
理
事
長
（
い
の
町
長
）
は
、
初
め
に
、
会

員
に
よ
る
国
保
事
業
の
健
全
な
運
営
・
発
展

へ
向
け
た
取
り
組
み
に
対
し
て
感
謝
の
意
を

表
し
た
。
一
方
で
、
依
然
と
し
て
国
保
制
度

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
保
険
者
の
努

力
の
み
で
は
立
ち
行
か
な
い
状
況
に
あ
る
こ

と
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
お
い
て

国
保
基
盤
強
化
協
議
会
の
中
間
整
理
案
が
出

さ
れ
、
国
保
の
基
盤
強
化
策
と
し
て
、
財
政

安
定
化
基
金
の
創
設
や
保
険
料
賦
課
に
お
け

る
市
町
村
ご
と
の
分
賦
金
の
設
定
な
ど
が
示

さ
れ
た
が
、
財
政
基
盤
強
化
に
向
け
た
具
体

的
な
言
及
が
な
く
、
依
然
と
し
て
国
保
財
政

は
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
引
き
続
き
財
政
基

盤
強
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
と
呼
び
掛
け
た
。

　

最
後
に
、本
会
は
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
Ｋ

Ｄ
Ｂ
）
シ
ス
テ
ム
を
核
に
、
医
療
費
の
適
正

化
や
健
康
づ
く
り
事
業
等
に
引
き
続
き
取
り

組
み
、
保
険
者
の
負
託
に
応
え
る
よ
う
努
力

し
て
い
く
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
高
知
県
健
康
政
策
部
国
保
指
導

課
の
伊
藤
博
昭
課
長
が
来
賓
あ
い
さ
つ
に
立

ち
、「
わ
が
国
の
皆
保
険
制
度
の
基
盤
と
し

て
、
住
民
の
健
康
の
保
持
増
進
に
貢
献
し
て

き
た
国
保
は
、
少
子
高
齢
化
や
景
気
の
低
迷

な
ど
か
ら
、
そ
の
財
政
運
営
は
年
々
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
」
と
国
保
制
度
の
実
態
を
述

べ
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
課
題
解
決
に
向
け
て
29
年

度
を
め
ど
に
実
施
予
定
の
国
保
保
険
者
の
都

道
府
県
化
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
保
険
制
度

改
革
は
、
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会

や
国
と
地
方
の
協
議
の
場
で
検
討
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
県
と
し
て
も
、
国
の
責

任
に
お
い
て
国
保
財
政
の
構
造
的
問
題
の
抜

本
的
な
解
決
が
図
ら
れ
、
安
定
し
た
運
営
が

で
き
る
よ
う
全
国
知
事
会
を
通
じ
て
働
き
掛

け
て
い
く
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
国
の
骨
太
の
方
針
に
お
い
て
求
め

ら
れ
て
い
る
、
医
療
費
の
適
正
化
、
レ
セ
プ

ト
・
健
診
等
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
後
発
医
薬

品
の
使
用
促
進
や
頻
回
受
診
の
抑
制
、
生
活

習
慣
病
の
早
期
治
療
・
重
症
化
予
防
等
の
取

り
組
み
の
推
進
に
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
、
そ
の
円
滑
な
運
用
に
お
い
て

国
保
連
合
会
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な

る
と
語
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
県
が
取
り
組
む
、
住
民
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
生
涯
健
や
か
に
安
心
し
て

生
活
が
で
き
る
高
知
県
を
め
ざ
す
『
日
本
一

の
健
康
長
寿
県
構
想
』
に
つ
い
て
触
れ
、
こ

の
構
想
実
現
に
は
市
町
村
や
国
保
連
合
会
、

医
療
機
関
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
が
不
可

欠
で
あ
る
と
し
て
、
支
援
と
協
力
を
呼
び
掛

け
た
。

全
３
議
案
を
原
案
ど
お
り

認
定
・
可
決

　

あ
い
さ
つ

の
後
、
議
長
に

竹
内
強
・
芸
西
村
長
を
選
出
。

議
事
録
署
名
人
に
清
藤
真
司
・

香
南
市
長
と
大
石
弘
秋
・
仁
淀
川
町
長
を
指

名
し
、
議
事
に
入
っ
た
。

　

審
議
の
結
果
、
報
告
事
項
３
件
が
原
案
ど

お
り
承
認
。
続
い
て
、
平
成
25
年
度
事
業
報

告
認
定
議
案
お
よ
び
一
般
会
計
を
は
じ
め
と

す
る
26
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
認
定
議
案
な

ど
、審
議
事
項
３
議
案
を
原
案
ど
お
り
認
定
・

可
決
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ

来
賓
あ
い
さ
つ

高
知
県
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会

理
事
長　

塩
田　

始

国
保
を
取
り
巻
く

環
境
は
依
然
厳
し
く

引
き
続
き
の
取
り
組
み
が
必
要

高
知
県
健
康
政
策
部
国
保
指
導
課

課
長　

伊
藤　

博
昭 

氏

『
日
本
一
の

健
康
長
寿
県

構
想
』
実
現
に
は

関
係
機
関
と
の
連
携
が
不
可
欠

芸西村
村長　竹内　強 氏

議 長

保
険
者
の
負
託
に
応
え
る
べ
く

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く

平
成
25
年
度
決
算
等
を
認
定
・
可
決

国
保
連
合
会
7
月
通
常
総
会

本会では、平成26年度７月通常
総会を７月28日、高知市の高知
共済会館において30会員の出席
により開催。報告事項３件および
平成25年度事業報告・歳入歳出
決算認定議案をはじめとする審
議事項３議案を厳正に審議し、原
案どおり認定・可決した。

１　

報
告
事
項

報
告
第
１
号　

会
務
報
告
書（
平
26
・２・
19
～

平
26・７・22
）

報
告
第
２
号　

平
成
25
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
関
係
業
務
特
別
会
計

（
業
務
勘
定
）歳
入
歳
出
補
正

予
算（
第
３
号
）理
事
専
決
処

分
報
告

報
告
第
３
号　

平
成
26
年
度
国
保
高
齢
者
医

療
制
度
円
滑
導
入
基
金
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
補
正
予

算（
第
１
号
）理
事
専
決
処
分

報
告

２　

審
議
事
項

議
案
第
１
号　

平
成
25
年
度
事
業
報
告
認
定

議
案

議
案
第
２
号　

平
成
25
年
度
各
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
議
案

議
案
第
３
号　
積
立
金
の
処
分
議
案
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「笑って作る笑って食べる」
窪
く ぼ た

田帆
ほ な み

南さん、最優秀受賞おめでとう！

厳
正
な
審
査
に
基
づ
き
26
作
品
を
選
考

　

入
選
作
品
の
選
考
に
つ
い
て
は
、
26

年
９
月
17
日
に
公
募
作
品
選
考
委
員

会
を
開
催
し
、
選
考
委
員
に
よ
る
厳

選
な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
１
点
、

優
秀
５
点
、
佳
作
20
点
の
合
計
26
点

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

入
選
作
品
は
健
康
づ
く
り
に
関
す

る
意
識
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
11

月
の
「
高
知
県
国
保
被
保
険
者
健
康

づ
く
り
推
進
月
間
」
の
啓
発
用
ポ
ス

タ
ー
な
ど
に
使
用
さ
れ
、
健
康
づ
く

り
へ
の
意
識
向
上
に
一
役
買
う
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
創
造
力
溢
れ
る
作

品
か
ら
は
、「
健
康
づ
く
り
」
の
大
切

さ
や
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
毎
日
の

食
事
や
睡
眠
、
運
動
、
ス
ト
レ
ス
な

ど
に
気
を
付
け
、
規
則
正
し
い
生
活

習
慣
を
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
元
気
な
作
品
を
通
じ
、
一
人
で
も
多

く
の
人
が
健
康
づ
く
り
へ
の
関
心
を
持

ち
、
健
や
か
な
毎
日
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
願
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
10
月
18
・
19

日
の
両
日
、
高
知
市
の
イ
オ

ン
モ
ー
ル
高
知
に
お
い
て
第

15
回
健
康
づ
く
り
の
図
画
・

ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品
26
点

を
展
示
し
、
18
日
に
は
入

選
者
の
表
彰
式
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
見
事
入

選
に
輝
い
た
子
ど
も
た
ち
が

家
族
と
共
に
参
加
し
、
緊

張
し
た
面
持
ち
で
表
彰
状
と

記
念
品
を
受
け
取
っ
て
い
ま

し
た
。
式
終
了
後
は
、
自

分
の
作
品
の
前
で
喜
び
い
っ

ぱ
い
の
笑
顔
を
浮
か
べ
な
が

ら
、
記
念
撮
影
を
す
る
光

景
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

展
示
会
場
は
、
訪
れ
た

買
い
物
客
や
自
分
の
作
品
を

熱
心
に
探
す
子
ど
も
た
ち
な

ど
、
小
学
生
の
力
作
を
一
目

見
よ
う
と
大
勢
の
親
子
連
れ

な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
１
カ
月
間
、
高

知
市
の
高
知
県
立
図
書
館

に
て
入
選
作
品
を
展
示
し
、

健
康
づ
く
り
の
推
進
を
後
押

し
し
ま
す
。

K E N K O U  D U K U R I  Z U G A  P O S T E R

安
芸
市
立
安
芸
第
一
小
学
校
４
年
生

窪く
ぼ
た田　

帆ほ
な
み南

さ
ん

第 15 回 健 康 づ く り の「 図 画・ ポ ス タ ー」 入 選 作 品

　「笑う」ことは健康にいいとよく言わ
れています。笑いながらみんなで「お
すし」を作り、みんなで笑いながらしっ
かり食べる。楽しい雰囲気がよく出て
います。テーブルの上の「種類の違っ
たおすし」も丁寧に描けています。
テーブルを丸く囲んだ５人の人物、手
前の笑顔の３人の配置、人物の間の
言葉が実にうまく収まっています。「笑
い」をテーマに持ってきたアイデアと
素朴で子どもらしい絵が素晴らしく、
今年の最優秀作品となりました。

講
　
評

子
ど
も
た
ち
の
輝
く
笑
顔

入
選
作
品
が
健
康
づ
く
り
を
後
押
し

イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
知
に
て
表
彰
式
・
展
示
会
を
開
催

や
っ
た
ー
!!

入
選
作
品

26
点
が
決
定
！

　

本
会
で
は
、
若
年
時
か
ら
健

康
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

を
図
り
、
生
涯
を
通
じ
た
健
康

づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
め
ざ

し
、
県
内
の
小
学
生
・
特
別
支

援
学
校
の
小
学
部
生
を
対
象
と
し

た
「
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
」
の
募
集

を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
県
内
28

校
か
ら
応
募
が
あ
り
、「
日
常
の

運
動
や
食
事
、
睡
眠
、
歯
磨
き

な
ど
、
健
康
づ
く
り
全
般
に
関
す

る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
２
３
５
点

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数
２
３
５
点

最優秀

　健康には笑顔でいることが大切と
思うので「笑顔」をテーマに決めまし
た。また、私はおばあちゃんの料理が
大好きで、おばあちゃんの料理は私の
元気の源でもあるので、みんなで笑い
ながら料理をして食べる絵を描きまし
た。ご飯などの細かい部分を工夫しま
した。最優秀に選ばれてとてもうれし
いです。来年も元気な作品を描いて、
賞に選ばれるように頑張ります。
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土佐清水市立足摺岬小学校
１年生

平
ひ ら お

尾 　 大
そ ら

空 さん

K E N K O U  D U K U R I  Z U G A  P O S T E R 第 15 回 健 康 づ く り の「 図 画・ ポ ス タ ー」 入 選 作 品

　僕は食べることが大好き
で、元気の源はご飯をいっぱ
い食べることです。好きな食
べ物を描いていると、こんな
にいっぱいになりました。いろ
いろな食べ物を描くのは難し
かったけれど、優秀に選ばれ
てすごくうれしいです。

香南市立野市小学校２年生

中
なかじま

島　緋
ひ な

那さん

　３人の人物、テーブルの上の食べ物が丁寧に描けています。
３人の手の動きに変化を付け、服の色も変えて、朝ごはんの雰
囲気がよく出ています。食事はみんなでそろって食べることが大
切です。呼び掛けの言葉を両端に書き、一番言いたいことを画
面の中心にストレートに描き、素直で優しいポスターです。

講
　
評

　真ん中に両手を広げ、笑顔の
大きな顔。周りには、たくさんの食
べ物を模様のように描いていま
す。一つ一つの食べ物の形も、
その特徴をよくつかんでしっかり
と描けています。好き嫌いをせず
に、いろいろな食べ物をもりもり
食べることが元気な体づくりにな
ることを、１年生らしく伸び伸びと
楽しく描いています。

講  
評

元
気
で
レ
ベ
ル
の
高
い

作
品
が
そ
ろ
い
ま
し
た

優 秀

土佐清水市立足摺岬小学校
３年生

戎
えびすい

井　裕
ゆ う と

人さん

土佐清水市立足摺岬小学校
５年生

濱
はままつ

松　灯
と も か

花さん

　上下の唇、口の中に笑顔の女の子とシマウマ、そして真っ白い
健康な歯など工夫した構図はユーモラスです。丁寧な文字や人の
歯と馬の歯を並べた絵は、清潔感があり分かりやすい。「口福」の
言葉もユニークです。文字や絵は、高学年らしくしっかりと心を込め
て描いていて、すぐに目に付く親しみのあるポスターです。

　歯磨きをする３人の様子がとてもうまく描けています。しっか
りと観察したことをもとに、３人の顔の表情、歯ブラシやコップ
を持つ手、人物の大きさなど実に表情が豊かです。バックを白
にし、青や赤、黄色の配色も効果的です。歯磨きの大切さを
訴えるポスターはよく見ますが、この作品は人の目を強く引き
付ける魅力的なポスターです。

講  

評

講  

評

　楽しく踊っているような４人の子どもたち。「心も体も元気」という
呼び掛けの言葉も踊っています。人物の顔や手足の動き、文字の
大きさや配置がリズミカルに画面で踊っています。「心身ともに健
康」の大切さがよく分かります。画面の構成、配色に気を配り、動き
のある画面はテーマをしっかりアピールしています。

講  

評

　歯磨きが大事だと思い、この絵を描きました。歯磨き
をしている手が難しかったけれど、優秀に選ばれてうれ
しいです。これからもちゃんと歯磨きをして、きれいな歯
で好きな物をいっぱい食べたいです。

　私の元気の源は、みんなの笑顔です。家族みんながそ
ろって笑顔で朝ご飯を食べるとおいしいし、１日を元気に
過ごせるのでこの絵を描きました。目を描くときに苦労し
たけれど、受賞できたことと、クラスのみんなの前で先生に
「優秀賞おめでとう」と言ってもらえてうれしかったです。

　私の元気の源はお母さんの作るご飯です。そのご飯を
食べるのに歯の健康は大事と思い、きれいな歯が見える
笑顔の私と大好きなシマウマを描いたのですが、しま模様
が難しくて大変でした。一生懸命に描いたので、受賞でき
てとてもうれしいです。

土佐清水市立足摺岬小学校
６年生

永
な が の

野　涼
す ず か

花さん

　私の長所は元気で明るいところなので、この絵を描
きました。元気な様子が伝わるように４人の格好を工夫
しました。２年続けて優秀に選ばれてうれしいです。こ
れからも早寝・早起き・朝ご飯で心も体も元気いっぱい
でいたいと思います。

次の日程で入選作品の展示を行いますので、お近くに来られた際は、ぜひお立ち寄りください。
◎11月1日（土）～30日（日）  高知県立図書館

入 選 作 品 展 示 の お 知 ら せ
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K E N K O U  D U K U R I  Z U G A  P O S T E R 第 15 回 健 康 づ く り の「 図 画・ ポ ス タ ー」 入 選 作 品

佐川町立斗賀野小学校２年生

西
に し も と

本 　 楓
かえで

さん

安芸市立安芸第一小学校３年生

田
た ぶ ち

渕 　 陽
ひ な た

菜 さん

須崎市立吾桑小学校 6 年生

橋
は し だ

田 　 真
ま な と

南 翔 さん

四万十町立川口小学校６年生

山
や ま ち

地 　 沙
さ ら ん

蘭 さん

いの町立川内小学校２年生

千
ち だ

田 　 美
み な み

海 さん

土佐清水市立足摺岬小学校４年生

川
か わ く ぼ

久 保 　 和
なごみ

さん

高知市立介良潮見台小学校６年生

山
や ま お か

岡 　 進
し ん ま

真 さん

須崎市立吾桑小学校 6 年生

大
お お さ き

﨑 　 祐
ゆ う か

佳 さん

土佐清水市立足摺岬小学校１年生

山
や ま し た

下 　 大
ひ ろ と

翔 さん

仁淀川町立長者小学校１年生

竹
た け う ち

内 　 苺
いちご

さん

佐川町立尾川小学校４年生
か た お か

岡 　 緑
みどり

さん

土佐清水市立足摺岬小学校５年生

太
お お た

田 　 真
し ん の す け

乃 介 さん

高知小学校 3 年生

住
す み よ し

吉 　 千
ち ひ ろ

裕 さん

香南市立野市東小学校４年生

河
か わ さ き

崎 　 立
り つ じ ゅ

樹 さん

四万十市立八束小学校４年生

山
や ま さ き

﨑 　 愛
あ い さ

紗 さん

土佐清水市立足摺岬小学校 1 年生

川
か わ く ぼ

久 保 　 侑
ゆ う

さん

佐川町立斗賀野小学校２年生

𠮷
よ し な

名 　 里
り く

恭 さん

土佐清水市立足摺岬小学校２年生

松
ま つ し た

下 　 歩
あゆむ

さん

佐川町立尾川小学校 4 年生

西
に し も り

森 　 白
は く

さん

土佐清水市立足摺岬小学校４年生

鳥
と り や

谷 　 采
こ と よ

世 さん

講
　
評

森
本　

忠
彦…

氏

　

近
年
、
健
康
意
識
が
高
ま
る
中
で
、
高
知

県
に
お
い
て
も
「
日
本
一
の
健
康
長
寿
県
」
を

め
ざ
し
て
の
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
健
康
づ
く
り
の「
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
」

コ
ン
ク
ー
ル
も
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
今
年
で

節
目
の
15
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
は
県
内
28
の
小
学
校
・
特
別
支
援

学
校
小
学
部
か
ら
２
３
５
点
の
作
品
が
集
ま

り
ま
し
た
。昨
年
、今
年
と
応
募
数
が
少
な
く

な
り
、
少
し
心
配
し
て
い
ま
す
。学
校
現
場
の

多
忙
化
も
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も

思
い
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
子
ど
も

た
ち
の
出
品
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
「
健
康
の
大
切
さ
」
は
誰
も
が
分
か
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、特
に
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

の
健
康
教
育
の
必
要
性
が
大
事
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
が
毎
年
行
う
学
校
保
健
統

計
調
査
に
よ
る
と
、
肥
満
の
子
ど
も
の
割
合

は
２
０
０
６
年
以
降
、
減
少
傾
向
だ
っ
た
が
、

最
近
３
年
間
は
各
年
齢
で
横
ば
い
や
微
増
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
「
県
内
の
小
・
中
学
生
は
、学
年
が
上
が
る

ほ
ど
生
活
習
慣
が
乱
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
児

童
・
生
徒
の
肥
満
割
合
が
全
国
と
比
べ
て
高

く
な
っ
て
い
る
」（
県
政
だ
よ
り
さ
ん
Ｓ
Ｕ
Ｎ

高
知
９
月
号
）と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。

県
で
は
、小
・
中
・
高
校
生
を
対
象
に
、そ
れ

ぞ
れ
の
年
齢
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
に
関
す

る
教
材
を
作
成
し
、
授
業
で
活
用
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
「
健
康
づ
く
り
」の
上
で
、健
康
に
つ
い
て
の

学
習
や
こ
の
よ
う
な
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
す

る
こ
と
は
、と
て
も
役
に
立
つ
こ
と
で
す
の
で

大
い
に
活
用
し
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
８
人
の
審
査
員
で
慎
重
に

審
査
を
し
ま
し
た
。各
学
年
そ
れ
ぞ
れ
力
作

も
あ
り
ま
し
た
が
、い
ま
ひ
と
つ
ポ
ス
タ
ー
と

し
て
訴
え
る
力
が
弱
い
作
品
が
多
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。何
事
も
そ
う
で
す
が
、
回
を

重
ね
る
と
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
き
ま
す
。類
型

化
さ
れ
た
作
品
や
同
じ
テ
ー
マ
等
々
少
し
気

に
な
り
ま
し
た
。今
後
は
、
孤
食
や
寝
不
足
、

テ
レ
ビ
漬
け
な
ど
生
活
リ
ズ
ム
の
見
直
し
や

日
本
型
食
生
活（
和
食
）の
す
す
め
な
ど
、
新

鮮
な
切
り
口
で
の
作
品
づ
く
り
に
挑
戦
し
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

明
る
く
楽
し
そ
う
な

作
品
が
多
く
、

工
夫
の
あ
る
作
品
も

そ
ろ
い
ま
し
た

佳 作

森本　忠彦…氏　プロフィール

○県展理事長
○県展洋画部・
　グラフィックデザイン部
　無鑑査

○二科会デザイン部会員
○高知県美術家協会副会長
○元土佐山小学校長
○元土佐山村教育委員会教育長
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随

想
こくほ
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介
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携
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一
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N
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随

想
こくほ

一般社団法人医療介護福祉政策研究フォーラム理事長 /国際医療福祉大学大学院医療福祉学研究科教授

/同大学院国際医療福祉総合研究所所長

東京大学法学部卒業。1973年厚生省（現厚生労働省）入省（社会局老人福祉課配属）。1981～84年在スウェーデン日本国大使館勤務。1984～86年厚生省保険局医療課課長補佐

（診療報酬改定に従事）。1987～89年北海道庁出向（水産部国際漁業課長、漁政課長）。1990年～厚生省で老人福祉課長、年金課長、保険局企画課長、大臣官房政策課長などを経

る。2001年1月厚生労働省大臣官房審議官（医療保険、医政担当）。2002年8月厚生労働省老健局長。2005年8月～08年7月厚生労働省社会・援護局長。2008年9月～10年9月社

会保険診療報酬支払基金理事長。2010年10月～14年2月内閣官房社会保障改革担当室長（2012年10月～13年8月社会保障制度改革国民会議事務局長兼任）。2012年1月～一

般社団法人医療介護福祉研究フォーラム理事長。2012年4月～国際医療福祉大学大学院教授（医療福祉学研究科）。2013年4月～同大学院国際医療福祉総合研究所所長。

Writer 's Profi leS y u i c h i  N a k a m u r a中 村  秀 一

医
療
介
護
総
合
確
保
推
進

法
の
成
立
を
受
け
て

　

厚
生
労
働
省
で
は
７
月
11
日
に

幹
部
の
人
事
異
動
が
あ
っ
た
が
、

併
せ
て
保
険
局
に
「
医
療
介
護
連

携
担
当
」
の
審
議
官
と
「
医
療
介

護
連
携
政
策
課
」が
新
設
さ
れ
た
。

先
の
国
会
で
医
療
介
護
総
合
確
保

推
進
法
が
成
立
し
、
医
療
と
介
護

の
連
携
が
最
重
要
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
応
え
る
布
陣
で
あ
る
。

古
く
か
ら
の
課
題
で
あ
っ

た
医
療
と
介
護
の
連
携

　

医
療
と
介
護
と
の
連
携
は
、
古

く
か
ら
課
題
と
さ
れ
て
き
た
。
旧

厚
生
省
の
組
織
の
変
遷
が
こ
れ
を

物
語
っ
て
い
る
。
１
９
８
２
年
に

制
定
さ
れ
た
老
人
保
健
法
は
、
予

防
か
ら
治
療
・
リ
ハ
ビ
リ
ま
で
の

老
人
医
療
の
確
立
を
う
た
い
、
公

衆
衛
生
局
に
老
人
保
健
部
が
設
置

さ
れ
た
。
老
人
医
療
を
所
管
す
る

同
部
と
福
祉
の
所
管
（
社
会
局
老

人
福
祉
課
）
が
分
離
し
た
。
そ
の

後
、
医
療
と
福
祉
の
連
携
が
求
め

ら
れ
、
１
９
８
８
年
に
両
者
を
統

合
し
た
老
人
保
健
福
祉
部
が
大
臣

官
房
に
設
置
さ
れ
た
。

　

同
部
は
１
９
９
２
年
に
局
に

昇
格
（
老
人
保
健
福
祉
局
）
し
、

２
０
０
１
年
に
老
健
局
に
名
称
変

更
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

都
道
府
県
で
も
、
民
生
部
、
衛
生

部
と
縦
割
り
で
あ
っ
た
組
織
を
保

健
福
祉
部
な
ど
と
す
る
同
様
の
動

き
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
周
知
の
と

お
り
だ
。

　

し
か
し
、
地
域
医
療
計
画
の
策

定
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
医
療
行
政

は
都
道
府
県
の
任
務
と
さ
れ
る
一

方
、
介
護
保
険
制
度
は
市
町
村
中

心
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
医
療
界
と
介
護
界
の
文

化
の
差
と
も
い
う
べ
き
障
壁
が
あ

り
、
両
者
の
連
携
は
成
果
が
上

が
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

医
療
と
福
祉
の
連
携
に
困
難

が
あ
る
の
は
、
わ
が
国
に
限
っ

た
こ
と
で
は
な
い
。
筆
者
は
30

年
ほ
ど
前
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
駐

在
し
た
が
、
同
国
で
は
医
療
は
県

が
、
福
祉
は
市
町
村
（
コ
ミ
ュ
ー

ン
）
が
担
当
し
て
お
り
、
両
者
の

連
携
の
悪
さ
が
問
題
と
な
っ
て
い

た
。
連
携
の
促
進
の
た
め
、
老
人

ホ
ー
ム
（
サ
ー
ビ
ス
ハ
ウ
ス
）
と

老
人
病
棟
（
長
期
入
院
病
棟
）
を

同
一
建
物
の
上
下
の
フ
ロ
ア
に
合

築
し
た
が
、
そ
れ
で
も
所
管
が
異

な
る
フ
ロ
ア
に
高
齢
者
を
移
動
す

る
の
は
至
難
の
業
だ
と
職
員
が
慨

嘆
す
る
状
況
で
あ
っ
た
。
医
療

の
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
部
分
を
県

か
ら
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
移
管
し
た
、

１
９
９
２
年
の
エ
ー
デ
ル
改
革

は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
こ

の
課
題
へ
の
処
方
箋
で
あ
っ
た
。

　

翻
っ
て
わ
が
国
で
は
ど
う
か
。

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」

の
枠
組
み
で
は
、
医
療
と
介
護
は
、

子
ど
も
・
子
育
て
、
年
金
と
並
ん

で
、
消
費
税
財
源
を
充
当
す
る
社

会
保
障
４
分
野
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
た
。
し
か
し
、
２
０
１
３
年

８
月
の
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民

会
議
の
報
告
書
で
は
、「
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
一
体
改
革
」
が
必

要
で
あ
る
と
さ
れ
、各
論
で
は
「
医

療
・
介
護
分
野
の
改
革
」
と
両
者

は
一
括
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。

国
民
皆
保
険
を
維
持
す
る

た
め
に
求
め
ら
れ
る
も
の

　

国
民
会
議
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
明

確
だ
。「
国
民
皆
保
険
の
維
持
の

た
め
に
は
、
医
療
の
在
り
方
そ
の

も
の
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
」

ず
、
医
療
提
供
体
制
の
改
革
こ
そ

が
最
優
先
の
課
題
と
す
る
。「
病

院
完
結
型
」
か
ら
「
地
域
完
結
型
」

の
医
療
へ
の
転
換
、「
上
流
」（
高

度
急
性
期
・
急
性
期
医
療
）
か
ら
、

「
下
流
」（
慢
性
期
、
維
持
期
）
ま

で
の
医
療
と
介
護
の
切
れ
目
の
な

い
提
供
を
求
め
て
い
る
。
住
民
の

日
常
生
活
圏
域
で
は
医
療
と
介
護

が
手
を
携
え
て
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

厚
生
労
働
省
医
政
局
で
は
、
こ

こ
数
年
、
約
１
０
０
地
区
で
在
宅

医
療
連
携
拠
点
事
業
（
モ
デ
ル
事

業
）
を
実
施
し
て
き
た
。
し
か

し
、
こ
れ
を
恒
久
化
す
る
財
源
の

確
保
は
で
き
ず
、
今
回
の
法
改
正

に
よ
っ
て
介
護
保
険
の
地
域
支
援

事
業
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。

　

医
療
は
都
道
府
県
、
介
護
は
市

町
村
と
い
う
従
来
の
枠
組
み
を
超

え
て
、
市
町
村
の
事
業
と
し
て
医

療
・
介
護
連
携
が
推
進
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

全
国
の
市
町
村
が
負
っ
た

重
要
な
使
命

　

今
回
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
国

は
「
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介

護
を
総
合
的
に
確
保
す
る
た
め

の
基
本
方
針
」（
総
合
確
保
方
針
）

を
定
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
７
月

25
日
に
は
厚
生
労
働
省
で
「
医
療

介
護
総
合
確
保
促
進
会
議
」
の
初

会
合
が
開
か
れ
た
。
総
合
確
保
方

針
で
は
、「
新
た
な
財
政
支
援
制

度
」（
基
金
）
の
使
い
道
や
、
医

療
計
画
と
介
護
保
険
事
業
計
画
の

整
合
性
を
図
る
た
め
の
基
本
方
針

が
定
め
ら
れ
る
。
ま
さ
に
今
後
の

医
療
と
介
護
の
連
携
の
基
軸
と
な

る
も
の
だ
。

　

全
国
の
市
町
村
は
、
こ
れ
を
踏

ま
え
、
２
０
１
５
年
４
月
か
ら
の

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

お
い
て
、
医
療
と
介
護
の
連
携
を

進
め
て
い
く
と
い
う
重
要
な
使

命
を
負
っ
て
い
る
。
遠
か
ら
ず
、

そ
の
成
果
が
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
ろ
う
。記

事
提
供　

社
会
保
険
出
版
社
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８
月
14
日
、
高
知
市
の
高
知

共
済
会
館
に
お
い
て
「
平
成
26

年
度
高
知
県
保
険
者
協
議
会
研

修
会
」
を
開
催
し
た
。
研
修
会

に
は
保
険
者
の
特
定
健
診
・
特

定
保
健
指
導
担
当
者
を
は
じ
め

と
し
て
76
人
が
参
加
し
た
。

　

26
年
６
月
、
埼
玉
県
和
光
市

に
あ
る
国
立
保
健
医
療
科
学
院

に
お
い
て
、
特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
を
テ
ー
マ
に「
生

活
習
慣
病
対
策
健
診
・
保
健
指

導
に
関
す
る
企
画
・
運
営
・
技

術
研
修
」
が
、「
研
修
計
画
編
」

と
「
事
業
評
価
編
」
の
二
つ
に

分
け
て
開
催
さ
れ
た
。
今
回
、

５
人
の
研
修
参
加
者
（
県
・
土

佐
清
水
市
・
市
町
村
職
員
共
済

組
合
・
国
保
連
合
会
２
人
）よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
参
加
し
た
研
修
に
つ

い
て
、
計
画
編
で
は
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

制
度
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
つ
い

て
、
評
価
編
で
は
生
活
習
慣
病

対
策
と
し
て
の
保
健
事
業
の
評

価
の
考
え
方
と
進
め
方
等
に
つ
い

て
の
伝
達
を
行
っ
た
。

　

参
加
者
に
は
、
健
診
結
果
等

の
デ
ー
タ
集
計
・
分
析
か
ら
、

保
健
指
導
を
計
画
・
実
施
・
評

価
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い

て
、
あ
ら
た
め
て
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
研
修
と
な
っ
た
。

　

７
月
19
日
、
高
知
市

の
ザ　

ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス

新
阪
急
高
知
に
お
い
て
国

保
診
療
施
設
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
会
の
主
催
に
よ
り
「
平
成

26
年
度
国
保
診
療
施
設
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
会
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
四

国
４
県
の
会
員
が
一
堂
に
会
し
、
国

保
直
営
診
療
施
設
等
（
国
保
直
診
）

が
抱
え
る
問
題
の
解
決
策
を
学
ぶ
と

と
も
に
、
会
員
同
士
の
親
睦
・
交
流

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
、
四
国
内
の
国
保
直
診
等
の
医
師

や
看
護
師
な
ど
43
人
が
参
加
し
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
国
保
診

療
施
設
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
代
表
の

金
岡
光
雄
氏
（
愛
媛
県
国
民
健
康

保
険
久
万
高
原
町
立
病
院
長
）
は
、

国
保
直
診
を
取
り
巻
く
状
況
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
が
、
国
保
直
診
の

本
来
の
理
念
の
も
と
、
地
域
住
民
に

寄
り
添
っ
た
地
域
包
括

医
療
・
ケ
ア
を

実
践
し
て
い

く
決
意
を

語
っ
た
。

　

続
い
て
、
当
番
県
を
代
表
し
て
、

高
知
県
国
保
地
域
医
療
推
進
協
議

会
会
長
の
今
西
芳
彦
氏
（
本
山
町

長
）
が
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
。

　

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、

国
民
健
康
保
険

診
療
施
設

協
議
会
（
国

診
協
）
会
長
の
青
沼
孝

徳
氏
が
、
四
国
の
国
保
関
係
者
が
一

堂
に
会
し
、
変
革
期
に
あ
る
地
域

包
括
医
療
・
ケ
ア
の
現
状
や
将
来
に

つ
い
て
議
論
を
深
め
る
こ
と
は
時
宜

を
得
た
こ
と
と
述
べ
、
建
設
的
な
討

議
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
期
待
を
寄
せ

た
。

　

そ
の
後
、

講
演
１
で

は
、
高
知

大
学
医
学
部
家
庭
医
療

学
講
座
教
授
の
阿
波
谷
敏
英
氏
が
、

「
地
域
を
診み

る
医
師
を
育
て
る
―
高

知
県
の
地
域
医
療
の
担
い
手
の
養
成

―
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。
医

師
数
は
増
え
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず

若
い
医
師
の
地
域
離
れ
等
に
よ
り
地

域
医
療
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と

を
述
べ
、
地
域
医
療
は
地
域
と
と
も

に
育
て
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し

て
、
高
知
大
学
で
の
取
り
組
み
を
説

明
し
た
。

　

講
演
２
で
は
、
国
診
協
会
長
の
青

沼
孝
徳
氏
が
、「
新
た
な
専
門
医
の

在
り
方
に
関
す
る
国
診
協
の
対
応
」

と
題
し
て
、
29
年
度
を
め
ど
に
開
始

さ
れ
る
新
し
い
専
門
医
制
度
に
つ
い

て
説
明
し
た
上
で
、
新
た
に
19
番
目

の
専
門
医
と
し
て
創
設
さ
れ
る
総
合

診
療
専
門
医
の
制
度
構
築
に
向
け
、

全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
や
国
診

協
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
講

演
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、「
国
診
協
事
業
実
施
状

況
お
よ
び
当
面
の
諸
課
題
」
と
題
し

て
、
国
診

協
会
長
青

沼
孝
徳
氏

と
同
事
務

局
長
伊
藤

彰
氏
よ
り

報
告
が
な

さ
れ
た
。

　

本
会
で
は
８
月
14

日
、
高
知
市
の
高
知
共

済
会
館
に
お
い
て
「
平

成
26
年
度
医
療
費
分

析
研
修
会
」を
開
催
し
、

市
町
村
の
国
保
お
よ
び

保
健
衛
生
担
当
者
、
被

用
者
保
険
担
当
者
な
ど

92
人
が
参
加
し
た
。

　

初
め
に
、
国
立
保
健
医
療
科
学

院
生
涯
健
康
研
究
部
長
横
山
徹

爾
氏
よ
り
「
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）
を
活
用
し
た
実
態
把

握
と
評
価
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

講
演
が
あ
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
踏
ま
え
て
、
健
診
・
保
健
指

導
を
展
開
し
て
い
く
中
で
、
Ｋ
Ｄ

Ｂ
が
ど
の
よ
う
な
場
面
で
有
効
で

あ
る
か
を
中
心
に
説
明
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
サ
ン
プ
ル
帳

票
を
用
い
て
の
演
習
と
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
実
施
。
参
加
者
が
14
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
帳
票
を
基

に
与
え
ら
れ
た
課
題
に
つ
い
て
議

論
を
行
っ
た
。
各
グ
ル
ー
プ
で
意

見
集
約
後
、
指
名
さ
れ
た
グ
ル
ー

プ
の
代
表
者
が
発
表
し
、
全
体
で

課
題
整
理
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
総
括
が
あ

り
、
横
山
氏
は
「
Ｋ

Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
に
早

く
慣
れ
る
と
と
も
に

有
効
な
活
用
を
し
て
、

日
々
の
業
務
を
効
率

的
・
効
果
的
に
進
め

て
ほ
し
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

事
例
報
告
で
は
、
高
知
市
よ
り

「
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
た
生
活
習
慣
病
対
策
」

と
題
し
、
25
年
度
か
ら
高
知
市
で

取
り
組
ん
で
い
る
、
生
活
習
慣
病

対
策
に
お
け
る
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム

の
活
用
方
法
と
そ
の
結
果
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
本
会
よ
り
事
務
連
絡

と
し
て
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
設
定

状
況
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

今
後
よ
り
一
層
の
活
用
が
期
待

さ
れ
る
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る

研
修
会

と
な
っ
た
。

第28回高知県国保地域医療学会開催のお知らせ

平成 27年２月28日（土）午前 10時～午後４時
高知医療センター２階　「くろしおホール」（高知市池 2125番地１）
特別講演　研究発表および事例発表　パネルディスカッション
「第28回高知県国保地域医療学会参加申込書」に沿って、学会事務局までお申し込みください。
平成 26年 10月１日（水）～平成 27年１月15日（木）

● 日　　　時
● 場　　　所
● 内　　　容
● 参加申込み
● 募 集 期 間

「これからの地域包括医療・ケア ―地域を守る災害医療―」

Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
活
用
方
法
を
探
る

平
成
26
年
度
医
療
費
分
析
研
修
会

地
域
住
民
に
寄
り
添
っ
た

地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
の
実
現
を
め
ざ
す

平
成
26
年
度
国
保
診
療
施
設
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
研
修
会

RENGOUKAI NO UGOKI

研
修
で
得
た
知
識
の
共
有
を
め
ざ
す

平
成
26
年
度
高
知
県
保
険
者
協
議
会
研
修
会

RENGOUKAI NO UGOKI

RENGOUKAI

NO  UGOKI

連合会の動き
RENGOUKAI NO UGOKI

高知県保険者協議会

NEWS

メインテーマ

お問い合わせは、学会事務局までお願いいたします。多くの皆さんの参加をお待ちしています。
第 28回高知県国保地域医療推進協議会事務局　TEL…088-820-8415

ＴＯＳＡ国保だよりが
「部門賞（表紙部門）」を

受賞しました。
第31回国保連合会広報誌コンクール

—国保中央会主催—

たくさんの笑顔で高知を元気に！

あて先 ： 〒７８０-８５３６　高知市丸ノ内２丁目６-５
 高知県国民健康保険団体連合会  事業課事業振興係
 TEL ０８８-８２０-８４１５   FAX ０８８-８２０-８４１６
 E-mail : koho@kochi-kokuhoren.or.jp

今後も充実した誌面づくりに努めてまいります。
ご意見、ご感想などをお寄せください。

● 金岡 光雄 氏

● 青沼 孝徳 氏● 阿波谷 敏英 氏

● 横山 徹爾 氏
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26
年
４
月
か
ら
６
月
審
査
分

の
介
護
給
付
費
明
細
書
の
確
定

件
数
は
、
月
平
均
７
万
９
５
０
５

件
、
対
前
年
度
比
３･

58
％
の
増
、

給
付
費
に
つ
い
て
は
、
月
平
均

56
億
８
４
１
万
円
、
対
前
年
度
比

２･

52
％
の
増
と
な
って
い
ま
す
。

　

給
付
費
の
内
訳
で
は
、
施
設

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
前
年
度
並
み
の

給
付
で
す
が
、
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
は
３･

69
％
、
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
は
４･

39
％
の
増
で
推
移
し
て

い
ま
す
。

こちら

介護保険課

介 護 ひ と く ち メ モ

　団塊の世代が75歳以上となる２０２５年をめどに、
重度の要介護状態となっても住み慣れた地域で自分
らしい暮らしを人生の最後まで続けられることができる
よう、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に
提供される仕組みです。
　今後、認知症高齢者の増加が見込まれることか
ら、認知症高齢者の地域での生活を支えるために
も、地域包括ケアシステムの構築が重要です。
　人口が横ばいで75歳以上人口が急増する大都
市部、75歳以上人口の増加は穏やかだが人口は減
少する町村部等、高齢化の進展状況には大きな地
域差が生じています。
　地域包括ケアシステムは、保険者である市町村や
都道府県が、地域の自主性や主体性に基づき、地域
の特性に応じて作り上げていくことが必要です。

【厚生労働省ホームページより抜粋】

地域包括ケアシステムとは

介護給付費、
月平均が約56億円に増加

ー平成26年４月から６月審査分ー

日高村地域子育て支援センターは、
日高村保健センターにて開所しています

「
親
子
に
寄
り
添
う

  

身
近
な
存
在
を
め
ざ
し
て
」

楽
し
く
子
育
て
で
き
て
い
ま
す
か
？

ぜ
ひ
一
度
、
遊
び
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

子
ど
も
の
成
長
を
喜
び
合
え
る
仲
間
が
い
ま
す
。

日
高
村
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
─
日
高
村
─

 〈Vol.10〉わがまちの子育て支援

地域の

　日高村の子育て支援事業は平成
10年に始まりました。当初はむらが
民間保育園に委託をし、保育園のス
ペースを借りて開所し、２人のスタッフ
が事業に当たっていました。
　14年度からは日高村保健センター
にある「子育て支援センター室」で開
所し、むらが直接、運営・管理等を行う
ようになりました。それによって、出生
の状況や健診受診状況などが把握し
やすくなり、家庭の状況に応じた支援

ができるようになりました。また、25年
度からはスタッフが３人となり、よりきめ
細やかな支援が可能となりました。
　日高村地域子育て支援センター
は、地域における子育て支援の拠点
として、親同士の交流の場の提供や
相談し合える環境づくりを進め、子育
て家庭に対する情報提供や育児不
安についての相談等を行い、地域の
子育て支援や支援機能の充実・強
化に取り組んでいます。

地域における子育て支援の拠点

介護給付費明細書確定件数の内訳（高知県） 平成26年 4月～ 6月審査分

26 年 4 月 26 年 5 月 26 年 6 月
（件） 前年同月比 （件） 前年同月比 （件） 前年同月比

施 設 介 護 サ ー ビ ス 8,178 100.41% 8,146 99.73% 8,136 100.01%
介 護 予 防 支 援 6,693 102.06% 6,642 100.73% 6,716 101.68%
居 宅 介 護 支 援 15,624 102.84% 15,809 103.75% 15,930 103.06%
地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 3,579 103.41% 3,639 103.00% 3,671 103.53%
居 宅 介 護 サ ー ビ ス 44,759 104.54% 45,158 104.98% 45,835 104.63%
合 計 78,833 103.49% 79,394 103.72% 80,288 103.53%

施設介護サービスが占める割合 10.37% 10.26% 10.13%
地域密着型サービスが占める割合 4.54% 4.58% 4.57%

介護給付費の内訳（高知県） 平成26年 4月～ 6月審査分

26 年 4 月 26 年 5 月 26 年 6 月
（円） 前年同月比 （円） 前年同月比 （円） 前年同月比

施 設 介 護 サ ー ビ ス 2,513,489,788 100.21% 2,443,830,425 100.36% 2,516,853,555 101.14%
介 護 予 防 支 援 28,361,160 102.02% 28,271,060 101.18% 28,635,240 102.28%
居 宅 介 護 支 援 204,148,598 103.30% 207,919,213 104.93% 207,585,848 102.65%
地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 766,479,446 102.92% 760,901,279 103.70% 787,472,005 104.47%
居 宅 介 護 サ ー ビ ス 2,081,212,946 104.48% 2,092,559,988 104.65% 2,157,525,574 104.04%
合 計 5,593,691,938 102.25% 5,533,481,965 102.58% 5,698,072,222 102.74%

施設介護サービスが占める割合 44.93% 44.16% 44.17%
地域密着型サービスが占める割合 13.70% 13.75% 13.82%
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　子育て支援センターでは、通常の子育て支
援事業の他に「すくすく広場」、「絵本でぱぴぃ
ら」を開催しています。
　すくすく広場は、毎月１回開催しており、七夕
やクリスマス会など季節を取り入れた行事の他
に、離乳食講座やベビーマッサージ、リトミックな
どを行っています。すくすく広場の内容は、支援
センターを利用されている親子にアンケートを
実施し、その声をもとに可能な限り親子の関心
があることを取り入れて開催しています。
　絵本でぱぴぃらは、毎月２回開催しており、絵
本の読み聞かせをしています。なお、これらのイ
ベントについては、むらの広報誌「広報ひだか」

（毎月発行）等で告知されています。

子育て支援センターの行事

　９月12日、すくすく広場が開催されまし
た。今月は、講師に土佐警察署いの警
察庁舎でスクールサポーターをされてい
る松井さんを招いて「指人形作り」を開
催し、８組の親子が参加しました。
　松井さんを講師に招くのは今回で３回
目、人気の行事だそうです。講師を依頼
したきっかけは、松井さんは日高村保健
センター内にある少年補導育成センター
を仕事で訪れる機会があり、その際にス
タッフが「支援センターに来る親子に何
か催し物等ができないだろうか」と持ち掛
けたこと。「小物作りが好きでね」という
話があり、講師を依頼したそうです。

　フェルトバッグ作りに始まり、ランチョン
マット作りに続いての指人形作り。全体
説明の後は、松井さんが用意してくれた
道具と材料を使って作業開始です。その
間、子どもたちはスタッフと遊んだり、作業
をする親の様子を見に行ったり。
　１時間ほどの作業で指人形は完成し、
イベントの最後にはおのおのが作った人
形を指にはめて歌を歌いました。
　年が明けて１月のすくすく広場では、松
井さんによる「護身術講座」を予定してお
り、子どもを抱っこしているときに不審者
が手を伸ばしてきた場合の対処法などを
学ぶそうです。

「指人形作り」を開催

勇気を出して最初の一歩を

　支援センターのこれからの目標は、
身近な存在として親子に寄り添い、就
園・就学後も含め長期間見守りをして
いくこと。出生時より個々の名前と顔
が一致し、家庭環境や背景も把握でき
るなど、小さなむらならではの利点を生
かし、日高村で子育てをする全ての親
子の応援をしていきたいそうです。

　「むらで生まれ育つ子どもたち全員
に一度は支援センターに来てもらいた
い。一回も来たことがないというのは寂
しい」。
　スタッフの思いが伝わる一言でした。
そのスタッフの思いが広がり、支援セン
ターにむらの元気な子どもたちのたくさ
んの笑顔が輝くといいですね。

　「最近は、人間関係の希薄化や核
家族が増えたことなどが原因で、将来、
親となる人たちが理想の親子関係のモ
デルを見る機会が少なくなっている。ま
た、コミュニケーションが苦手なために
相談ができず、子育てに戸惑いを感じ
ている親が増えているように感じる」と
スタッフの方。だからこそ、むらで子育て
をしている親には一度でいいから支援
センターに遊びに来てほしいそうです。
　スタッフの方が、印象に残ったエピ
ソードを話してくれました。その母親が
支援センターに来始めたころは、携帯
電話を触ってばかりで、子どもへの声掛
けや見守りもなく、また、誰とも会話せ
ずに人を寄せ付けない雰囲気を漂わせ
ていたそうです。しかし、支援センターに
来るにつれ、スタッフとの信頼関係を築
き、子育てにおいて困ったことや家族
間の悩みを自分から相談するようになっ
たそうです。そして、自分の子どもだけで
なく、他の子どもと遊んだりと、子育てに
意欲的になったそうです。何よりも母親
は自ら仕事を探し、現在は育児に仕事
にと頑張っているようです。

一度でいいから
遊びに来てほしい

　子どもは成長していく中で、さまざまな
成功体験をすることが大事です。それと
同じくらい親にも「子育ての成功体験」
をすることが大事だそうです。子どもが
生まれたからといってすぐに親になれる
わけではなく、子育てをしていく中で成
功体験を積み、少しずつ自信を持ち子
育てに励むことで親として成長していく。

「子育て」は「親育て」でもある。今回

の取材を通して学んだことです。
　スタッフも一人の人間であり一人の
親。親として子育てにおいて失敗もあっ
たそうです。「その失敗例を話すのは恥
ずかしいけれど、支援センターを利用す
る親に成功体験をしてもらうために全
て伝えたい。成功体験ができるように
サポートしていきたい」とスタッフの方が
話してくれました。

「子育ての成功体験」を重ねることが大事

むらで子育てをする全ての親子を応援したい

少
し
ず
つ
成
長
し
て
親
に
な
る

地域の地域の

　支援センターの存在は知っているけれ
ど利用したことがない親子もあり、現在、利
用している方からも「来るまでは最初の一
歩がなかなか出なかった」という声を聞くそ
うです。子どもと１対１でいると行き詰まって
しまうという声もあることから、「勇気を出し
てその一歩を踏み出してほしい」とスタッフ
の方。
　勇気を出してその一歩を踏み出した母
親たちはとても雰囲気が良く、母親同士が

「今日、支援センターに行く？」と連絡を取
り合ったり、母親同士で情

報交換をしながら、お互
いの子どもの成長を喜び
合っているそうです。

親
子
が
集
ま
り
や
す
い

場
所
を
め
ざ
し
て

日高村地域子育て支援センター

〒781-2152 高岡郡日高村沖名23（日高村保健センター内）
TEL／0889-24-4411
利用日時／月～金曜日　10：00～12：00・14：00～17：00

291

33

日高村役場 下分大
橋

日下駅

日下小

日高村地域
子育て支援
センター

森澤さん、森下さん、小松さん

スタッフ

今回のすくすく広場の講師、松井さん（中央）。ひげが立派です



　

初
め
ま
し
て
、
高
知
市
保
険
医

療
課
の
英
と
申
し
ま
す
。
新
規
採

用
で
今
の
職
場
に
配
属
に
な
り
、

つ
ら
か
っ
た
こ
と
も
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
し
た
が
、
職
場
の
皆
さ
ま
に

支
え
ら
れ
、
気
付
け
ば
も
う
５
年

目
を
迎
え
ま
す
。
仕
事
を
す
る
上

で
「
ス
ト
レ
ス
発
散
が
大
事
」
と

よ
く
い
わ
れ
ま
す
が
、
最
近
の
私

の
息
抜
き
法
は
「
釣
り
」
で
す
。

　

私
と
釣
り
の
出
会
い
は
、
25

年
の
秋
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
だ
け
行
っ
て
み
よ
う

よ
」
と
友
人
に
誘
わ
れ
て
夜
釣
り

に
出
掛
け
ま
し
た
。
友
人
は
イ
カ

釣
り
、私
は
投
げ
釣
り
。「
か
か
っ

た
ら
ブ
ル
ブ
ル
っ
て
引
っ
張
ら
れ

る
感
じ
が
す
る
か
ら
」
と
、
よ
く

分
か
ら
な
い
ま
ま
竿
を
渡
さ
れ
ま

し
た
。「
ブ
ル
ブ
ル
っ
て
こ
の
こ

と
？
」
と
戸
惑
い
な
が
ら
リ
ー
ル

を
巻
く
の
で
す
が
、
何
も
釣
れ
て

い
ま
せ
ん
。
餌
を
付
け
て
、
投
げ

て
、
待
っ
て
、
上
げ
て
の
繰
り
返

し
で
す
。
疲
れ
た
の
で
、
座
っ
て

し
ば
ら
く
ぼ
ー
っ
と
海
を
眺
め
て

い
ま
し
た
。
何
分
た
っ
た
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
釣
り
竿
が
急
に

動
き
出
し
ま
し
た
。「
ど
う
し
よ

う
ー
!?
」
と
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
ま

し
た
。「
巻
い
て
、
巻
い
て
!!
」

と
友
人
が
急
か
し
ま
す
。
…
…
重

い
！
ち
ゃ
ん
と
持
ち
上
げ
ら
れ
る

か
不
安
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と

同
時
に
「
ど
ん
な
大
物
だ
ろ
う
」

と
胸
が
ド
キ
ド
キ
し
て
き
ま
し
た
。

力
い
っ
ぱ
い
リ
ー
ル
を
巻
い
て
い

る
と
ピ
シ
ャ
ピ
シ
ャ
と
水
面
か
ら

音
が
し
て
き
ま
し
た
。
手
繰
り
よ

せ
る
と
、
そ
れ
は
小
さ
な
フ
グ
で

し
た
。
私
は
う
れ
し
く
て
は
し
ゃ

い
で
い
ま
し
た
が
「
食
べ
ら
れ
な

い
し
ね
」
と
、
フ
グ
は
海
に
返
さ

れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

少
し
悲
し
い
結
果
に
終
わ
り
ま

し
た
が
、あ
の
感
触
や
情
景
は「
も

う
一
度
味
わ
っ
て
み
た
い
」
と
思

う
も
の
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、

「
食
べ
ら
れ
る
魚
を
釣
っ
て
み
た

い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
友
人

に
い
ろ
い
ろ
な
所
へ
連
れ
て
い
っ

て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
毎
回
釣
れ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
は
サ
ビ
キ
と

い
う
仕
掛
け
で
、
ア
ジ
や
サ
バ
を

メ
イ
ン
に
釣
っ
て
い
ま
す
。
釣
っ

た
ば
か
り
の
魚
の
お
刺
し
身
や
天

ぷ
ら
は
本
当
に
お
い
し
い
で
す
。

船
に
乗
っ
て
沖
釣
り
を
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
見
た
こ
と
の
な
い

よ
う
な
魚
が
釣
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
害
が
な
い
限
り
お
い
し

く
い
た
だ
き
ま
す
。

　

釣
り
は
奥
深
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

ま
だ
ま
だ
始
め
た
ば
か
り
で
分
か

ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
が
、
ま

ず
は
魚
の
名
前
か
ら
覚
え
て
、
い

つ
か
は
投
げ
釣
り
名
人
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

（後列）左から　野波事務補助員、中山事務補助員、岡本主任、
神田主事、濵田事務補助員、乗松主任、島田主事、立石主事

（前列）左から　後藤主事、（筆者）英主事、森係長、渡辺主事、
藤井主任、石黒主事

『
釣
り
ガ
ー
ル
』

高
知
市
保
険
医
療
課
収
納
係

主
事  

英
　
真
実

　

こ
の
４
月
よ
り
、
国
保
の
担
当

と
な
り
ま
し
た
頼
田
と
申
し
ま
す
。

私
は
今
、
子
ど
も
た
ち
に
レ
ス
リ

ン
グ
を
教
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
「
レ
ス
リ
ン
グ
」
と

聞
い
て
、
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持

ち
ま
す
か
？
お
そ
ら
く
、
有
名
な

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
。
も
し
く
は

あ
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ
う
。

　

実
際
レ
ス
リ
ン
グ
の
勧
誘
を
す

る
と
、「
あ
れ
を
着
さ
せ
る
の
は

ね
ぇ
…
…
」
と
い
っ
た
こ
と
も
。

　

し
か
し
、
レ
ス
リ
ン
グ
の
最
大

の
魅
力
は
、
１
対
１
で
戦
い
、
階

級
制
が
あ
る
こ
と
で
す
。
特
に
小

学
生
の
と
き
は
学
年
別
で
、
２
～

３
kg
ご
と
に
階
級
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
体
が
小
さ
い
と
か
関

係
な
く
自
分
の
力
を
思
う
存
分
発

揮
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
全
身
を

使
う
競
技
で
す
の
で
、
小
さ
い
と

き
に
や
る
運
動
に
は
最
適
だ
と
思

い
ま
す
。

　

こ
こ
で
ク
ラ
ブ
の
紹
介
を
少

し
。
う
ち
の
ク
ラ
ブ
は
「
す
く
も

レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
（Sukum

o 

W
restling Club

）」
と
い
い
ま

し
て
、
略
し
て
「
S
W
C
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
名
の
ほ

か
、「
宿
毛
（Sukum

o

）
か
ら
ワ
ー

ル
ド
（W

orld

）
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

（Cham
pion

）」
を
出
す
」、「
宿

毛
（Sukum

o

）
を
レ
ス
リ
ン
グ

（W
restling

）の
町（City

）に
す
る
」

と
い
っ
た
意
味
も
込
め
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
練
習
は
宿
毛
高
校
で
、

週
に
２
～
３
回
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
私
の
電
話
番
号
を
掲
載
し
、

や
っ
て
み
た
い
方
は
連
絡
く
だ
さ

い
！
と
書
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

そ
れ
は
少
し
遠
慮
し
、
興
味
の
あ

る
方
は
見
学
に
お
い
で
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
11
月
２
日
に
は
宿
毛

で
初
の
四
国
大
会
（
園
児
～
中
学

生
を
対
象
）
を
開
催
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆

さ
ん
見
に
き
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
目

標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

最
初
は
、「
勝
ち
た
い
」
と
言
っ

て
い
た
子
が
、
次
は
「
メ
ダ
ル
を

取
り
た
い
」、「
金
メ
ダ
ル
を
取
り

た
い
」、
そ
し
て
「
全
国
で
金
メ

ダ
ル
」
と
段
々
目
標
が
高
く
な
り
、

つ
い
に
26
年
の
夏
の
全
国
大
会
で

は
ク
ラ
ブ
か
ら
〝
日
本
一
〟
に
輝

い
た
子
ど
も
が
!!

　

指
導
者
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
未

熟
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

に
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
い
つ
の

日
か
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
る
」

と
い
う
目
標
を
持
ち
、
世
界
で

活
躍
す
る
子
が
育
つ
よ
う
、「
宿

毛
（Sukum

o

）
で
レ
ス
リ
ン
グ

（W
restling

）
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

（Challenge

）」
し
て
い
き
ま
す
。ＳＷＣの子どもたち。筆者は後列右側

22年に国体に出ました。筆者は赤の
ユニホーム

大物とったどー！

『
Ｓ
Ｗ
Ｃ
』

Coffee
Break

宿
毛
市
市
民
課
保
険
係

主
事  

頼
田
　
匡
平

Coffee
Break

高知市保険医療課収納係の皆さん
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市内にある27地区の社会福祉協議会の方 と々
岡山県と香川県に視察に行きました

「高知市地域福祉活動推進計画概要版」
を作成し、関係機関等に配布しました

254

保健師の
記録

う
し
た
社
会
構
造
の
変
化

に
伴
い
、
住
民
の
意
識
や

価
値
観
も
多
様
化
し
、
福

祉
の
課
題
も
さ
ま
ざ
ま
な

状
況
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
福

祉
課
題
に
対
し
て
、
既
存

の
制
度
や
公
的
な
サ
ー
ビ

ス
だ
け
で
は
生
活
を
支
援

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

思
い
ま
す
。
大
切
な
こ
と

は
、
病
気
や
障
害
、
生
活

課
題
を
抱
え
て
い
て
も

「
生
き
て
い
て
良
か
っ
た
」

と
思
え
る
よ
う
に
、
生
活

の
質
や
人
生
の
質
を
高
め
る
こ
と
で
す
。

　

単
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
の
中
で
独
り
ぼ
っ
ち
を
作
ら
ず
、

孤
立
し
な
い
よ
う
、
住
ん
で
い
る
地
域
で
豊

か
な
人
間
関
係
が
築
け
て
い
る
か
が
重
要
で
、

「
地
域
の
中
で
生
き
て
い
る
」
と
い
う
実
感
を

つ
く
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
民
同
士
の
支
え
合
い
や

助
け
合
い
は
必
要

　

地
域
福
祉
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
24
年
６
～
７
月
実
施
、
20
歳
以
上
の
高
知
市

民
４
千
人
お
よ
び
高
知
市
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
７
２
５
人
対
象
）
で
は
、
地
域
住
民

同
士
の
助
け
合
い
の
必
要
性
に
つ
い
て
88
・

６
％
の
方
が
「
必
要
だ
と

思
う
」
ま
た
は
「
あ
っ
た

方
が
よ
い
」
と
答
え
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
今
住
ん
で
い

る
地
域
に
住
み
続
け
た

い
か
」
と
「
住
ん
で
い
る

地
区
の
助
け
合
い
の
状

況
」
の
関
係
を
見
た
と
こ

ろ
、「
住
ん
で
い
る
地
区

の
住
民
同
士
の
助
け
合

い
が
あ
る
と
思
う
」
と
答

え
た
人
ほ
ど
「
今
住
ん
で

い
る
地
域
に
住
み
続
け

た
い
」
と
答
え
た
方
の
割

合
が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
市
民
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
に

対
す
る
回
答
で
最
も
多
か
っ
た
も
の
は
、「
住

民
同
士
の
支
え
合
い
の
意
識
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
」
75
・
７
％
、
次
い
で
、「
住
民
同
士
が

話
し
合
い
の
場
を
つ
く
る
こ
と
」
46
・
６
％
と

な
っ
て
お
り
、
地
域
の
こ
と
に
つ
い
て
、
み

ん
な
で
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
「
地
域
福
祉
の

土
壌
づ
く
り
」
を

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
住
民
一
人
一
人
が

主
体
的
に
地
域
福
祉
活
動
に
参
加
し
、
住
民

高知市健康福祉総務課

（社会福祉法人　高知市社会福祉協議会　派遣）

小菅　樹里

行政と社会福祉協議会が取り組む
「高知市地域福祉活動推進計画」
―地「参」地「笑」のまちづくり―

県
人
口
が
一
極
集
中
の
高
知
市

　

高
知
市
は
、
高
知
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位

置
し
、
総
面
積
は
３
０
９
・
22
㎢
、
26
年
４
月

１
日
現
在
、
住
民
基
本
台
帳
に
よ
る
人
口
は

33
万
７
１
１
５
人
、
世
帯
数
は
16
万
１
５
３
１

世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
民
人
口
の
４
割
以
上
が
暮
ら
す
地
方
中

核
都
市
で
あ
る
と
と
も
に
、
緑
豊
か
な
森
林

を
持
つ
鏡
村
・
土
佐
山
村
、
県
内
有
数
の
農

業
生
産
高
を
誇
る
春
野
町
と
の
合
併
に
よ
り
、

中
山
間
、
田
園
地
域
、
都
市
部
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
調
和
し
、
仁
淀
川
と
市
内
中
心
部
を
流

れ
る
鏡
川
な
ど
の
清
流
を
有
す
る
都
市
と

な
っ
て
い
ま
す
。

住
民
の
抱
え
る
福
祉
課
題
は

ま
す
ま
す
複
雑
に

　

社
会
情
勢
の
変
化
や
少
子
高
齢
化
・
核
家

族
化
の
進
行
等
に
よ
り
、
住
民
同
士
の
つ
な

が
り
が
希
薄
化
す
る
な
ど
地
域
社
会
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ

し
て
い
き
ま
す
。

　

薄
れ
つ
つ
あ
る
「
お
た
が
い
さ
ま
の
住
民

意
識
づ
く
り
」
を
行
う
こ
と
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
、
住
民
が
集
ま
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
昼
夜

を
問
わ
ず
担
当
す
る
地
域
へ
出
向
き
、
地
域

の
住
民
の
皆
さ
ん
と
話
を
す
る
時
間
を
持
つ

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
地
道
な
活
動
で
は
あ

り
ま
す
が
、
三
け
ん
活
動
（
た
ん
け
ん
、
は
っ

け
ん
、
ほ
お
っ
ち
ょ
け
ん
）
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
地
域
住
民
の
高
齢
化
や
地
域
住
民
同

士
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
が
抱
え
る
困
り
ご
と
を
地
域
の
方
々

と
一
緒
に
考
え
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
地
域
の

課
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
地

域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
地
域
の
困

り
ご
と
に
対
し
て
、
地
域
の
団
体
や
組
織
、

地
域
住
民
、専
門
の
相
談
機
関
、民
間
事
業
者
、

行
政
等
の
い
ろ
い
ろ
な
力
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
一
緒
に
考
え
て

い
く
仕
組
み
づ
く
り
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

地
域
住
民
み
ん
な
が
主
役
に

　

地
域
福
祉
の
主
役
は
、
地
域
に
住
む
住
民

で
す
。「
支
援
す
る
側
」「
支
援
さ
れ
る
側
」

の
一
方
的
な
関
係
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
障

害
が
あ
っ
て
も
、年
を
取
っ
て
も
、子
ど
も
も
、

住
民
一
人
一
人
が
持
っ
て
い
る
特
技
を
生
か

し
な
が
ら
、
時
に
は
助
け
、
助
け
ら
れ
た
り
、

時
に
は
教
え
、
教
え
ら
れ
た
り
と
い
っ
た
相

互
の
関
係
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

１
人
の
１
０
０
歩
よ
り
、
１
０
０
人
の
１

歩
。
地
域
の
方
々
が
少
し
ず
つ
知
恵
と
力
を

出
し
合
っ
て
、
み
ん
な
で
解
決
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
お
手
伝
い
が
少

し
で
も
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

同
士
の
支
え
合
い
・
助
け
合
い
の
仕
組
み
づ

く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
高
知
市
で
は
、
25
年

３
月
に
行
政
と
高
知
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

一
体
と
な
っ
て
、
住
民
同
士
の
助
け
合
い
・

支
え
合
い
の
活
動
の
仕
組
み
づ
く
り
を
支
援

す
る
計
画
と
し
て
「
高
知
市
地
域
福
祉
活
動

推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、「
こ
え
か
け
あ
い
、
た
す

け
あ
い
、
う
ん
と
ひ
ろ
げ
よ
う
、
ち
い
き
の

え
が
お
」
を
合
言
葉
に
、

①
お
た
が
い
さ
ま
の
住
民
意
識
づ
く
り

②
小
地
域
で
の
支
え
合
い
活
動
の
推
進
と

ニ
ー
ズ
の
早
期
発
見

③
地
域
で
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
の
構
築

④
地
域
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

⑤
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の
体
制
基

盤
づ
く
り

　

こ
の
五
つ
を
基
本
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

特
に
第
１
次
計
画
で
は
、
①
と
⑤
を
重
点
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
「
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
を
配
置

　

25
年
度
か
ら
高
知
市
社
協
へ
地
域
福
祉

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
26
年
４
月
１
日
現
在
、
９
人
配
置
）

　

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
は
、

地
域
社
会
の
生
活
問
題
に
つ
い
て
、
地
域
住

民
の
主
体
性
を
高
め
つ
つ
、
住
民
自
ら
が
そ

れ
ら
の
問
題
を
明
確
化
し
、
解
決
し
て
い
く

こ
と
を
側
面
的
に
支
援
す
る
こ
と
で
す
。
住

民
活
動
の
裏
方
と
し
て
、
住
民
の
地
域
へ
の

関
心
や
支
え
合
う
心
を
つ
く
る
福
祉
教
育
や
、

多
様
な
人
や
組
織
・
機
関
が
つ
な
が
る
た
め

の
協
議
の
場
を
通
じ
て
、
地
域
福
祉
を
推
進

住民主体の介護予防活動「いきいき百歳体操」は、公民館や集会所など
市内約300カ所で開催されています

住民流福祉総合研究所の木原孝久氏を講師に
招き、支え合いマップづくりの研修を受けました

見守り活動や緊急時に備えたあんしん
キット「救急医療情報キット」の配布も

広がっています

三けん活動
●たんけん（探検）…地図を片手に地
域の調査をしたり、地域で実施され
ているさまざまな住民主体の活動に
参加し、地域の現状を把握します。

●はっけん（発見）…調査で得た情報
や地域の活動に参加する中で、地域
の課題を発見します。

●ほおっちょけん…明確になった地域
の課題に対して、地域住民や行政、
関係する専門機関を交えながら、解
決に向けた話し合いをし、支え合い
の仕組みづくりを行っていきます。

3536 vol.320 vol.320



西
に し

 森
も り

 美
み

 恵
え

管理栄養士

管理栄養士であり、「高知
県在宅保健活動者なでし
この会」副会長をはじめ、
食育を考える地域活動
栄養士の会「トマトの会」

代表などを務める。食育を通じて、おいしく楽しく健康
的な食生活の実践をめざし、地域に密着した栄養相
談・料理講習会・講話などの活動を行っている。

長芋の焼き目の香ばしさと豚肉のうまみを、みその味わいと
梅の酸味が包み込みます。長芋のシャキシャキとした食感や、

パプリカとサヤ豆の彩りが楽しい一品です。

食べてみぃや！味
み

てみぃや！！    

vol. 29ヘ ル シ ー ご は ん

◎作り方
①長芋は3㎝の長さで厚めの拍子切りにする。

②サヤ豆は3㎝の長さに切り、パプリカは千切りにする。

③豚もも肉は食べやすい大きさに切る。

④梅干しは種を除いて包丁で粗くたたいておく。

⑤調味料Aを合わせておく。

⑥フライパンに油をしき火にかけ、①をこんがりするまで

焼き、取り出しておく。

⑦フライパンで②〜③を炒め、火が通ったら⑥をフライ

パンに戻し、④〜⑤を加えてさっと混ぜ味を調える。

◎メモ
・ 長芋は焼き目の加減でお好みの食感が楽しめま

す。シャキシャキさせたいときは焼き目を甘く、ホク

ホクさせたいときは焼き目を強くします。

・ 今回はサヤ豆ですが、チンゲン菜や小松菜、時期

によってはシシトウなどを使ってもいいですね。

長芋入り豚肉と

野菜の梅みそ炒め

梅の酸 味が効いたさっぱりとした一 品

エネルギー　310kcal
塩分　2.0g

1人分

◎材料（２人分）

長芋 200ｇ
サヤ豆 100ｇ
パプリカ 20ｇ
豚もも肉 120ｇ
梅干し 1個
油 適宜
―A―
酒 大さじ1
砂糖 大さじ1/2
しょうゆ 小さじ1/2
みそ 大さじ2/3

　

働
き
盛
り
の
こ
ろ
は
、
循
環
器
疾
患
（
動
脈

硬
化
や
心
臓
病
な
ど
）
を
予
防
す
る
た
め
に
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
食
事
に
重
点
を
置
く
こ
と
が
大
切

で
す
が
、
高
齢
期
に
な
っ
て
も
メ
タ
ボ
予
防
の
た
め

に
、
コレ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
カ
ロ
リ
ー
の
取
り
過
ぎ
を
気

に
し
て
肉
や
脂
を
控
え
る
と
い
う
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
し
か
し
、
介
護
予
防
の
観

点
か
ら
考
え
る
と
、
肉
な
ど
の
タ
ン
パ
ク
質
を
し
っ

か
り
取
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
タ
ン
パ

ク
質
が
足
り
な
く
な
り
ア
ル
ブ
ミ
ン
値
が
下
が
る
と

低
栄
養
を
引
き
起
こ
し
、
筋
肉
の
減
少
や
免
疫

機
能
の
低
下
、
血
管
が
も
ろ
く
な
る
と
いっ
た
こ

と
が
起
こ
り
ま
す
。
低
栄
養
は
老
化
を
促
進
す

る
原
因
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
積
極
的
に
肉
を

食
べ
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
を
送
る
こ
と
で
老

化
を
防
ぎ
、
健
康
長
寿
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

※
注
意
※
病
気
な
ど
に
よ
り
食
事
制
限
の
あ
る
方
は
主
治
医

の
指
示
に
従
っ
て
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
タ
ボ
予
防
の
た
め
に
肉
料
理
を
敬
遠
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

・ 鷹の爪の量で辛味の調整ができます。
・ 酢を黒酢に変えてもいいですね。

◎メモ

①鶏もも肉は切り込みを入れ薄く開き、塩、酒
を振り下味を付ける。

②ねぎは小口切りに、鷹の爪は種を除き刻ん
でおく。

③調味料Aを合わせておく。
④フライパンに油と②を入れて熱し、香りが出

たら③を入れる。さっと沸いたら火を止めて
おく。

⑤①にかたくり粉をまぶし、揚げ油でカリッとす
るまで揚げる。

⑥ミニトマトを4等分に切り、レタスをちぎり、皿
に添える。

⑦⑤が熱いうちに切り分け皿に盛り、④をかける。

◎作り方

エネルギー  372kcal
塩分  1.3g

1人分

●
牛
肉
…
必
須
ア
ミ
ノ
酸
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

含
む
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
が
豊
富
。
鉄
も

多
く
含
ま
れ
貧
血
予
防
に
効
果
的

●
豚
肉
…
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
を
助
け
疲
労

回
復
に
効
果
の
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
B
1
が
豊

富
。自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、ス
ト

レ
ス
回
復
に
効
果
的

●
鶏
肉
…
脂
質
が
少
な
く
ビ
タ
ミ
ン
A
が
豊

富
。手
羽
先
に
は
コ
ラ
ー
ゲ
ン
も
た
っ
ぷ
り

含
ま
れ
て
い
る

●
１
回
分
ず
つ
ラ
ッ
プ
等
に
小
分
け
す
る

●
フ
リ
ー
ザ
ー
パ
ッ
ク
な
ど
を
利
用
し
、密
封

し
て
空
気
に
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る

●
鮮
度
を
保
つ
た
め
急
速
冷
凍
を
心
掛
け
る

●
急
速
冷
凍
を
す
る
に
は
ア
ル
ミ
ト
レ
ー
に

載
せ
る
と
よ
い（
ア
ル
ミ
は
熱
伝
導
が
よ
い
）

●
薄
く
平
ら
に
す
る
と
冷
凍
、解
凍
が
速
く

で
き
る

●
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
解
凍
す
る
と
、時
間
は

掛
か
る
が
ド
リ
ッ
プ（
栄
養
成
分
や
う
ま
み

が
含
ま
れ
る
汁
）が
出
に
く
い
。

揚げ鶏の香味ねぎソース
下味のみ付けた空揚げにソースをかけるだけの
簡単レシピですが、食欲を誘うねぎソースの香りと、
鶏のうまみとソースの甘酸っぱさがからんだ味わいに箸が止まりません。

香り豊かな中 華 風 空 揚げ

◎材料（３人分）

鶏もも肉 １枚（280g）
塩 少々
酒 小さじ1
かたくり粉 大さじ2
揚げ油 適 宜
ミニトマト 1と1/2個
レタス 30ｇ
―ねぎソース―
ねぎ 30g
鷹の爪 １本
油 大さじ1
―A―
しょうゆ 大さじ1
酢 大さじ1
みりん 小さじ1
砂糖 大さじ1
おろしにんにく 小さじ1
おろししょうが 小さじ1

肉
の
種
類
と
栄
養

肉
の
冷
凍
保
存
と
解
凍
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●高知市比島町の「高知県立交通安全子どもセンター」に展示されている「C58型蒸気機関車」です。

これは1943（昭和18）年4月から68（同43）年7月まで実際に土讃線を走っていたもので、70（同45）年5

月、子どもセンターの開園に当たり日本国有鉄道四国支社（現JR四国）から提供されたそうです。鉄道好

きではないのですが、SL機関車の力強さを感じさせるありようにわくわくします。子どもセンターではゴー

カートに乗れたり、ブランコや砂場などもあるので遊びに行ってみてはどうでしょうか。

●10月24日から11月24日まで高知市の城西公園野外ステージで安藤桃子監督による映画「0.5ミリ」が

上映されています。見慣れている城西公園が映画館に変わる。とても魅力的なイベントだと思いました。こ

のような人を引き付けるイベントで高知がますます元気になればいいなと思います。そうこうしていると今

年もあと2カ月、2015年はどんな年になるでしょうか。皆さまにとって飛躍の年になればと思います。  （田）

320号の取材・寄稿にご協力くださいました皆さん
ありがとうございました。

3日 地方協議会会長県国保連合会常勤役員・事務局長合同会議出席
（東京都）

第5回新国保制度対策委員会出席（東京都）

平成26年度診療報酬改定研修会開催（高知市）

3～4日 平成26年度四国地区審査支払業務改善研究協議会出席（徳島県）

7日 高知県在宅保健活動者なでしこの会第11回編集委員会開催
（高知市）

8日 平成26年度地方職員共済組合地区別事務担当者会議出席
（岡山県）

高知県国民健康保険事務担当職員協議会第58回国保事業経営等
研究専門部会開催（高知市）

9日 保険者協議会被用者保険者事務打ち合わせ会開催（高知市）

10日 雇用に関する各種助成金説明会出席（高知市）

14日 平成26年度第1回高知県健康づくり推進協議会出席（高知市）

平成26年度第1回理事会開催（高知市）

14～15日 独立監査人による平成25年度各会計の経理に係る監査（高知市）

16日 第41回「部落差別をなくする運動」強調旬間啓発事業出席
（高知市）

17日 国保中央会システム委員会特定健診等データ管理システム部会
出席（東京都）

介護電子請求に関する都道府県・国保連合会担当者合同説明会
出席（東京都）

独立監査人による平成25年度各会計の経理に係る監査
（高知市）

高知県在宅保健活動者なでしこの会乳がん予防啓発事業実施
（高知市）

18日 平成26年度全国国保連合会事務局長会議出席（東京都）

19日 平成26年度国保診療施設四国ブロック会会長会・研修会出席
（高知市）

22日 第18回高知県保険者協議会開催（高知市）

平成26年度第1回監事会開催（高知市）

23日 国保中央会システム委員会・幹事会合同会議出席（東京都）

25日 高知県在宅保健活動者なでしこの会第58回役員会開催（高知市）

28日 平成26年度7月通常総会開催（高知市）

30日 高知県国民健康保険事務担当職員協議会第19回支部長会開催
（高知市）

31日 特定健診等データ管理システム担当者説明会出席（東京都）

第7回高知診療報酬適正化連絡協議会出席（高知市）

1日 平成26年度四国地区国保連合会臨時役職員協議会出席（香川県）

11日 地方協議会会長県国保連合会常勤役員・事務局長合同会議出席
（東京都）

国保中央会システム委員会・幹事会合同会議出席（東京都）

14日 平成26年度高知県保険者協議会研修会開催（高知市）

平成26年度医療費分析研修会開催（高知市）

17日 平成26年度みんなで進める血管病対策研修会出席（高知市）

21日 国保連合会保健事業推進委員会出席（東京都）

21～22日 次期国保総合システム（保険者サービス系）の要件定義に向けた
ブロック別担当者説明会出席（愛媛県）

22日 ケアプラン点検説明会開催（高知市）

高知県在宅保健活動者なでしこの会お達者づくり支援事業実施
（香南市）

23日 慢性腎臓病（ＣＫＤ）保健指導者研修会出席（高知市）

24日 平成26年度みんなで進める血管病対策研修会出席（高知市）

25日 高知県在宅保健活動者なでしこの会お達者づくり支援事業実施
（須崎市）

26日 平成26年度第1回高知県市町村国民健康保険広域化等実務者会
議出席（高知市）

27日 第31回「健康なまちづくり」シンポジウム出席（東京都）

国保連合会介護給付適正化担当者説明会出席（東京都）

28日 平成26年度全国市町村国保主管課長研究協議会出席（東京都）

29日 TOSA国保だより第319号発行

30～31日 高知県国保地域医療推進協議会医師部会・看護部会・技術者部会
合同研修会開催（四万十市）

1日 平成26年度第1回須崎市健康増進計画策定委員会作業部会出席
（須崎市）

2日 国保中央会システム委員会・幹事会合同会議出席（東京都）

3日 高知県国保地域医療推進協議会第52回部会長・副部会長会議開
催（高知市）

4～5日 全国国保連合会事務局長会議出席（広島県）

8日 平成26年度在宅保健師等会全国連絡会役員会出席（東京都）

9日 全国国民健康保険診療報酬審査委員会会長連絡協議会出席
（東京都）

高知県国民健康保険事務担当職員協議会中央支部研修会出席
（高知市）

10日 平成26年度第1回公正採用選考人権啓発推進員等研修会出席
（高知市）

11日 高知県在宅保健活動者なでしこの会お達者づくり支援事業実施
（大川村）

16日 平成26年度福祉サービス苦情解決セミナー出席（高知市）

17日 全国国保連合会常勤役員会議出席（東京都）

国保中央会システム委員会・幹事会合同会議出席（東京都）

平成26年度健康づくりの「図画・ポスター」選考委員会開催
（高知市）

24日 国保中央会臨時理事会・臨時総会出席（東京都）

平成26年度国民健康保険事務担当職員研修会開催（高知市）

25日 第6回新国保制度対策委員会出席（東京都）

30日 介護保険審査支払等システム担当者説明会出席（東京都）

8月

9月

7月
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「東洋町」
　次回は東洋町を訪ね、これからの
まちづくりについて、松延宏幸町長
にお話を伺います。
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